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犯
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す
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部
　
哲
　
夫

目
　
　
次

一二三四五

問
題
の
所
在

「

少
年
福
祉
阻
害

犯
」
の
定
義
と
分
類

統
計
か
ら
見
た
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」

「

少
年
福
祉
阻
害

犯
」
に
対
す
る
統
制
上
の
問
題

　
　
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
と
の
関
連
か
ら

む
す

び
に

代
え
て

問
題
の
所
在

　
少
年
非
行
の
問
題

は
、
八
〇
年
代
の
一
時
期
に
比
べ
て
か
な
り
沈
静
化
し
た
と
い
え
る
。
戦
後
第
三
の
波
と
い
わ
れ
た
時
代
に
は
、
少

年
の

病
理
や
家
庭
、
学
校
に
お
け
る
問
題
点
あ
る
い
は
社
会
環
境
と
い
っ
た
問
題
が
執
拗
な
ま
で
に
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
第
三
の

波
」
も
、
マ
ス
コ
ミ
や
市
民
団
体
が
危
機
意
識
を
つ
の
ら
せ
、
少
年
警
察
活
動
を
強
化
さ
せ
て
ゆ
く
な
か
で
、
相
乗
的
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か
し
今
日
、
大
部
分
が
財
産
犯
罪
で
あ
る
少
年
非
行
の
総
数
に
は
、
統
計
上

27



北陸大学法学部開設記念号（1993）

は

っ

き
り
と
し
た
減
少
が
認
め
ら
れ
る
。
少
年
刑
法
犯
を
例
に
と
る
と
、
平
成
三
年
の
検
挙
人
員
は
、
二
三
万
六
、
二
二
四
人
で
あ
り
、

八
年
前
で
あ
る
昭
和
五
八
年
の
三
一
万
七
、
四
三
八
人
と
比
べ
れ
ば
、
約
八
万
人
の
減
少
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
少
年
非
行
問
題
は
、
驚

異
的
な
ま
で
に
沈
静
化
し
た
も
の
と
い
え
る
（
平
成
四
年
版
犯
罪
白
書
一
入
六
頁
）
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
非
行
問
題
の
核
心
的
領
域
で

あ
る
集
団
非
行
や
薬
物
乱
用
、
粗
暴
犯
の
問
題
は
依
然
と
し
て
変
化
な
く
、
減
少
・
沈
静
化
し
た
の
は
軽
微
な
財
産
犯
罪
で
あ
り
、
「
第
三

の

波
」
の
上
部
は
バ
ブ
ル
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
も
と
も
と
統
計
に
あ
が
っ
て
く
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も

思
わ

れ

る
。
八
〇
年
代
も
九
〇
年
代
も
、
非
行
の
本
質
は
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
、
少
年
非
行
は
以

前
同
様
に
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
何
ら
か
の
解
決
策
を
真
剣
に
か
つ
冷
静
に
講
じ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
刑
事
政
策
上
の
最
優
先
課
題
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
近
年
、
「
被
害
者
と
し
て
の
少
年
」
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
入
九
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
「
子
ど
も

の

権
利
条
約
」
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
少
年
の
側
か
ら
の
問
題
の
た
て
方
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
学
校
で
「
い
じ
め
」
の
被
害

に

あ
う
少
年
や
、
家
庭
で
虐
待
さ
れ
る
児
童
な
ど
に
強
力
な
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
て
ら
れ
る
の
も
そ
の
傾
向
の
現
れ
で
あ
る
。
し
か
も
、
非
行

と
の
関
係
で
は
、
幼
年
期
ま
た
は
少
年
期
に
お
け
る
何
ら
か
の
被
虐
体
験
が
、
将
来
の
加
害
行
為
（
非
行
）
と
結
び
つ
く
の
で
は
な
い
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

と
い
う
洞
察
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
筆
者
も
、
被
害
者
の
加
害
者
化
と
い
う
問
題
あ
る
い
は
犯
罪
・
非
行
要
因
の
一
因
と
し

て

の

被
害
体
験
に

少

な
か
ら
ざ
る
関
心
を
抱
い
て
い
る
。
よ
く
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
非
行
の
最
大
の
原
因
は
家
庭
の
内
に
あ
る
。
親
の
養

育

態
度
や
近
辺
の
人
々
の
行
動
が
、
成
長
期
の
子
ど
も
に
多
大
の
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
少
年
の
非
行
は
、
周
囲
の
大
人
た
ち
の

作
為
、
不
作
為
の
結
果
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
親
あ
る
い
は
こ
れ
に
か
わ
る
保
護
者
た
ち
は
、
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に
努
め

る
責
任
が
あ
り
、
保
護
者
が
そ
の
責
任
を
十
分
果
た
し
得
な
け
れ
ば
、
社
会
が
こ
れ
を
補
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
少
年
法
一

条
が
、
そ
の
目
的
と
し
て
少
年
の
健
全
な
育
成
を
か
か
げ
、
少
年
の
福
祉
を
害
す
る
成
人
の
刑
事
事
件
に
対
し
て
特
別
の
措
置
を
講
ず
る

と
し
た
の
も
、
ま
た
児
童
福
祉
法
が
所
定
の
児
童
へ
の
加
虐
行
為
を
児
童
の
福
祉
を
害
す
る
も
の
と
し
て
禁
止
・
規
制
す
る
の
も
、
保
護
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者

と
社
会
に
一
定
の
責
任
を
認
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
前
書
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
本
稿
の
目
的
は
、
将
来
の
非
行
の
芽
を
摘
む
た
め
に
は
、
少
年
の
福
祉
を
阻
害
す
る
大
人
の
行
為

を
正
し
く
規
制
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
、
福
祉
犯
罪
の
現
状
と
統
制
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ

と
に
あ
る
。
福
祉
犯
罪
の
動
向
は
、
非
行
の
減
少
傾
向
に
比
べ
る
と
さ
ほ
ど
の
減
少
を
示
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
内
容
に
よ
っ
て

は
、
毒
劇
法
の
知
情
販
売
の
よ
う
に
激
増
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
た
し
か
に
、
青
少
年
保
護
育
成
条
例
や
児
童
福
祉
法
の
検
挙
件
数
は

減
少
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
福
祉
犯
罪
に
対
す
る
統
制
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
未
成
年
者
喫
煙
禁
止
法
や
未
成

年
者
飲
酒

禁
止
法
の

よ
う
に
、
法
本
来
の
規
制
が
適
正
に
行
わ
れ
ず
、
そ
の
結
果
、
未
成
年
者
の
喫
煙
・
飲
酒
行
為
が
黙
認
・
助
長
さ
れ

る
よ
う
な
状
況
も
垣
間
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
福
祉
犯
罪
に
関
す
る
問
題
は
、
手
を
か
け
に
く
い
問
題
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
、
青
少
年
の
有
害
環
境
に
対
す
る
規
制
の
問
題
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
論
じ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
親
の
教
育
権
や

家
庭
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
を
尊
重
し
つ
つ
、
青
少
年
の
人
格
保
護
の
観
点
か
ら
、
介
入
、
と
り
わ
け
刑
事
的
介
入
も
辞
さ
な
い
場
面
が
あ

る
こ
と
を
力
説
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
だ
が
、
規
制
の
必
要
性
と
そ
の
限
界
に
関
す
る
問
題
は
、
一
刀
両
断
し
う
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

く
、
ま
た
福
祉
犯
罪
の
全
容
を
体
系
的
か
つ
分
類
的
に
整
理
す
る
こ
と
の
困
難
性
も
あ
り
、
福
祉
犯
罪
全
体
に
関
す
る
研
究
は
、
残
念
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

が
ら
多
く
の
人
々
の
関
心
が
向
け
ら
れ
る
ほ
ど
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
少
年
非
行
の
背
景
を
「
被
害
者
と
し
て
の
少
年
」
と
い
う
観
点
か
ら
見
つ
め
直
し
て
み
る
と
、
福
祉
犯
罪
全
体
の
研
究
を
な

お

ざ
り
に
は
し
て
お
け
な
い
。
本
稿
を
福
祉
犯
罪
研
究
の
序
論
的
考
察
と
し
、
問
題
を
整
理
し
た
う
え
で
、
今
後
の
福
祉
犯
罪
研
究
の
足

掛
り
に
し
よ
う
と
思
う
。

（
1
）
平
成
四
年
版
犯
罪
白
書
三
五
八
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
諸
澤
英
道
『
被
害
者
学
入
門
』
成
文
堂
（
一
九
九
二
年
）

　

と
し
て
非
行
化
要
因
と
の
関
連
も
含
め
、
被
虐
児
童
研
究
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
（
一
六
七
頁
以
下
）
。

は
、
「
発
育
と
成
長
に
関
す
る
被
害
」
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（
2
）
拙
稿
「
「
有
害
出
版
物
』
規
制
の
法
理
」
常
磐
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
二
〇
号
（
一
九
九
一
年
）
二
一
頁
以
下
、
お
よ
び
青
少
年
育
成
国
民
会
議
編

　
　
「
社
会
環
境
へ
の
提
言
－
青
少
年
と
社
会
環
境
に
関
す
る
懇
談
会
9
0
報
告
書
」
（
一
九
九
一
年
）
に
お
け
る
私
の
コ
メ
ン
ト
「
出
版
・
書
籍
業
界
の
健
全

　
　
な
自
律
を
期
待
す
る
」
一
四
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）
中
谷
理
子
「
児
童
虐
待
と
刑
事
規
制
の
限
界
」
団
藤
重
光
博
士
古
稀
祝
賀
記
念
論
文
集
第
三
巻
（
一
九
八
四
年
）
二
〇
九
頁
以
下
、
お
よ
び
同
「
刑
事
規

　

制
の
限
界
に
関
す
る
一
考
察
ー
ー
子
ど
も
の
人
権
保
障
の
視
点
か
ら
l
」
法
学
研
究
五
九
巻
＝
号
（
一
九
八
六
年
）
一
頁
以
下
等
で
は
、
福
祉
犯
罪

　
　
研
究
の
必
要
性
が
以
』
8
0
か
ら
示
唆
さ
れ
て
き
た
し
、
検
察
・
警
察
実
務
関
係
者
の
間
で
は
、
北
島
敬
介
「
福
祉
犯
罪
ー
解
釈
と
実
務
』
日
世
社
（
一
九
七

　

九
年
）
や
、
松
田
運
雄
『
判
例
中
心
注
解
福
祉
犯
罪
』
立
花
書
房
（
一
九
七
四
年
、
警
察
庁
少
年
課
に
よ
る
新
版
は
一
九
八
七
年
）
等
に
代
表
さ
れ
る
判

　

例
研
究
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
が
、
福
祉
犯
罪
の
全
容
を
捉
え
て
の
活
発
な
犯
罪
学
的
・
刑
事
法
学
的
研
究
は
、
未
だ
こ
れ
ら
に
呼
応
す
る
形
で
促
さ
れ

　
　
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、
日
本
刑
法
学
会
第
六
八
回
大
会
（
一
九
九
〇
年
）
に
お
い
て
、
「
性
と
刑
法
」
を
め
ぐ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
、
筆
者
も

　
　
「
児
童
の
性
的
虐
待
と
刑
法
的
保
護
」
と
題
す
る
小
報
告
を
行
っ
て
、
多
く
の
研
究
者
の
関
心
を
呼
び
起
こ
せ
た
（
刑
法
雑
誌
三
一
巻
三
号
一
〇
六
頁
以

　

下
参
照
）
も
の
と
思
う
し
、
日
本
被
害
者
学
会
第
三
回
学
術
大
会
（
一
九
九
二
年
）
で
の
林
弘
正
報
告
「
「
親
に
よ
る
性
的
虐
待
』
の
被
害
」
も
大
き
な
関

　

心
を
惹
き
起
こ
す
も
の
と
な
っ
た
（
被
害
者
学
研
究
第
二
号
三
頁
以
下
参
照
）
。
将
来
の
研
究
と
論
争
が
蓄
積
さ
れ
る
の
を
期
待
し
た
い
。

30

二
　
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
の
定
義
と
分
類

（
一
）
定
義

に
つ
い
て

　
標
題
の

「

少
年
福
祉
阻
害

犯
」
と
は
、
福
祉
犯
罪
を
よ
り
明
確
に
表
現
す
る
た
め
の
筆
者
の
造
語
で
あ
る
。
生
活
保
護
や
障
害
者
福
祉

な
ど
一
般
的
社
会
福
祉
概
念
の
混
入
を
避
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
警
察
統
計
に
見
ら
れ
る
「
少
年
の
福
祉
を
害
す
る
犯
罪
」
と
同
義
で
あ

り
、
「
少
年
を
虐
待
し
、
酷
使
し
、
そ
の
他
少
年
の
福
祉
を
害
し
、
ま
た
は
少
年
に
有
害
な
影
響
を
与
え
る
犯
罪
」
を
意
味
す
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
は
様
々
な
法
令
に
分
散
的
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
令
に
よ
っ
て
、
当
該

福
祉
の
受
益
者
年
齢
が
異

な
っ
て
い
る
こ
と
が
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
の
概
念
を
分
か
り
に
く
く
さ
せ
て
い
る
。
少
年
と
は
言
う
ま
で
も
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な
く
未
成
年
者
を
意
味
す
る
が
、
こ
の
意
味
で
の
年
齢
上
広
範
囲
な
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
に
は
、
未
成
年
者
喫
煙
禁
止
法
や
未
成
年
者

飲
酒
禁
止
法
、
あ
る
い
は
競
馬
法
、
自
転
車
競
技
法
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
法
な
ど
が
あ
り
、
未
成
年
者
の
射
幸
、
心
を
刺
激
助
長
し
て

心
身
の
健
全
な
成
長
を
害
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
こ
れ
ら
法
令
の
規
制
根
拠
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
法
令
が
規
制

す
る
内
容
は
、
個
人
の
生
活
行
動
や
習
慣
で
あ
り
、
成
人
で
あ
れ
ば
何
ら
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
い
わ
ば
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
に
属

す
る
内
容
で
あ
る
。
少
年
の
福
祉
を
阻
害
す
る
と
い
う
た
め
に
は
、
か
な
り
明
確
な
規
制
根
拠
が
、
本
来
、
要
求
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
。
一
入
歳
お
よ
び
十
九
歳
の
年
長
少
年
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
る
介
入
が
正
当
化
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
、
検

討

さ
れ
て
よ
い
問
題
で
あ
る
。
筆
者
は
、
立
法
論
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
法
令
に
よ
る
少
年
保
護
を
よ
り
妥
当
性
の
あ
る
も
の

に
す
る
た
め
に
は
、
年
長
少
年
を
除
外
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
「
少
年
福
祉
」
か
ら
十
入
歳
未
満
者
の
た
め
の
福
祉
（
青

少
年
保
護
育
成
条
例
お
よ
び
児
童
福
祉
法
が
そ
の
対
象
と
す
る
年
齢
の
者
に
関
す
る
福
祉
）
、
す
な
わ
ち
「
青
少
年
福
祉
」
と
し
て
「
少
年
福
祉
阻

害

犯
」
の
保
護
法
益
を
位
置
づ
け
た
ほ
う
が
、
そ
の
規
制
根
拠
を
総
体
と
し
て
正
当
化
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
、
「
福
祉
阻
害
」
と
は
何
か
。
こ
れ
は
本
来
、
少
年
の
福
祉
と
は
い
っ
た
い
何
か
、
何
を
も
っ
て
福
祉
の
達
成
と
す
る
の
か
、
と
結

び

つ
く
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
を
正
面
か
ら
積
極
的
に
定
義
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
阻
害
行
為
に
つ
い
て
、
虐
待
や

放
任
、
搾
取
あ
る
い
は
酷
使
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
裏
面
か
ら
の
消
極
的
定
義
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
福
祉
阻
害
」
を
定
義
づ
け
る
ほ
か

は

な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
当
面
は
警
察
庁
に
よ
る
定
義
を
基
礎
に
据
え
れ
ば
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
少
年
福
祉
に
有
害
な

影
響
を
与
え
る
犯
罪
」
と
は
、
有
害
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
経
験
科
学
的
に
証
明
可
能
で
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
法
的
確
信
に
よ
っ
て
、

有
害
な
影
響
を
与
え
る
と
さ
れ
て
い
る
犯
罪
を
意
味
す
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
法
的
確
信
は
、
不
断
に
検
証
さ
れ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い

性
格
の

も
の
で
あ
り
、
「
少
年
福
祉
に
有
害
な
影
響
を
与
え
る
犯
罪
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
概
念
の
中
に
は
、
そ
の
規
制

根
拠

と
規
制
方
法
に
つ
い
て
疑
問
の
存
す
る
も
の
も
生
じ
て
こ
よ
う
。
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（
二
）
分
類
に
つ
い
て

イ

裁
判
管
轄

に
よ
る
形
式
的
分
類

　
少
年
法
三
七
条
は
、
家
庭
裁
判
所
に
公
訴
提
起
す
べ
き
成
人
の
事
件
と
し
て
、
未
成
年
者
喫
煙
禁
止
法
、
未
成
年
者
飲
酒
禁
止
法
、
労

働
基
準
法
、
児
童
福
祉
法
お
よ
び
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
い
く
つ
か
の
禁
止
規
範
に
反
す
る
事
項
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
を
簡
潔
に
示

す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

32

…
未
成
年
者
喫
煙
禁
止
法

…
親
権
者
の
知
情
不
制
止
（
三
条
に
よ
り
科
料
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…　
　
　
　
　
　
　
　
　

販
売
者
の
知
情
販
売
等
（
四
条
に
よ
り
二
万
円
以
下
の
罰
金
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…
未
成
年
者
飲
酒
禁
止
法
…
親
権
者
の
知
情
不
制
止
（
一
条
二
項
お
よ
び
三
条
に
よ
り
科
料
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
営
業
者
の
知
情
販
売
等
二
条
三
項
お
よ
び
三
条
に
よ
り
科
料
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…

労
働
基

準
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

…　
　

最
低
年
齢
制
限
違
反
（
五
六
条
お
よ
び
一
一
八
条
に
よ
り
一
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
二
〇
万
円
以
下
の
罰
金
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…　
　

年
少
者
の
坑
内
労
働
禁
止
違
反
（
六
三
条
お
よ
び
＝
入
条
に
よ
り
一
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
二
〇
万
円
以
下
の
罰
金
）
　
　
　
　
　
…

…　
　
年
少
者
の
労
働
時
間
制
限
違
反
（
六
一
条
お
よ
び
一
一
九
条
に
よ
り
六
箇
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
一
〇
万
円
以
下
の
罰
金
）
　
　
　
　
…

…　
　
年
少
者
の
危
険
有
害
業
務
禁
止
違
反
（
六
二
条
お
よ
び
一
一
九
条
に
よ
り
六
箇
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
一
〇
万
円
以
下
の
罰
金
）
　
　
…

…　
　

年
次
有
給
休
暇
賞
与
義
務
違
反
（
七
二
条
お
よ
び
一
一
九
条
に
よ
り
六
箇
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
一
〇
万
円
以
下
の
罰
金
）
　
　
　
　
…

…　
　

年
少
者
の
証
明

書
備
え
付
け
義
務
違
反
（
五
七
条
お
よ
び
一
二
〇
条
に
よ
り
一
〇
万
円
以
下
の
罰
金
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
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一一一

　
　
未
成
年
者
の
労
働
契
約
代
理
締
結
禁
止
違
反
（
五
入
条
お
よ
び
一
二
〇
条
に
よ
り
一
〇
万
円
以
下
の
罰
金
）

　
　
未
成
年
者
の
賃
金
代
理
受
取
り
禁
止
違
反
（
五
九
条
お
よ
び
一
二
〇
条
に
よ
り
一
〇
万
円
以
下
の
罰
金
）

　
　
年
少
者
の
帰
郷
旅
費
負
担
義
務
違
反
（
六
四
条
お
よ
び
一
二
〇
条
に
よ
り
一
〇
万
円
以
下
の
罰
金
）

児
童
福
祉
法

　
　
児
童
に

淫
行
さ
せ
る
行
為
（
三
四
条
一
項
六
号
お
よ
び
六
〇
条
一
項
に
よ
り
一
〇
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
）

　
　
不
具
奇
形
児
童
の
公
衆
の
観
覧
に
供
す
る
行
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
四
条
一
項
一
号
お
よ
び
六
〇
条
二
項
に
よ
り
一
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
〇
万
円
以
下
の
罰
金
）

　
　
児
童
に

こ
じ
き
を
さ
せ
る
行
為
（
三
四
条
一
項
二
号
お
よ
び
六
〇
条
二
項
に
よ
り
｝
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
〇
万
円
以
下
の
罰
金
）

　
　
一
五
歳
未
満
児
に
軽
わ
ざ
等
を
さ
せ
る
行
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
四
条
一
項
三
号
お
よ
び
六
〇
条
二
項
に
よ
り
一
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
〇
万
円
以
下
の
罰
金
）

　
　
一
五
歳
未
満
児
に
道
路
等
で
歌
謡
・
遊
芸
さ
せ
る
行
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
四
条
一
項
四
号
お
よ
び
六
〇
条
二
項
に
よ
り
一
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
〇
万
円
以
下
の
罰
金
）

　
　
児
童
に

深
夜
物
品

販
売
等
を
さ
せ
る
行
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
四
条
一
項
四
号
の
二
お
よ
び
六
〇
条
二
項
に
よ
り
一
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
〇
万
円
以
下
の
罰
金
）

　
　
一
五
歳
未
満
児
に
風
俗
営
業
店
等
へ
の
立
入
販
売
さ
せ
る
行
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
四
条
一
項
四
号
の
三
お
よ
び
六
〇
条
二
項
に
よ
り
｛
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
〇
万
円
以
下
の
罰
金
）

　
　
一
五
歳
未
満
児
を
酒
席
に
侍
ら
せ
る
行
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
四
条
一
項
五
号
お
よ
び
六
〇
条
二
項
に
よ
り
一
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
〇
万
円
以
下
の
罰
金
）

　
　
児
童
を
ぐ
犯
者
に
引
渡
す
行
為
（
三
四
条
一
項
七
号
お
よ
び
六
〇
条
二
項
に
よ
り
一
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
〇
万
円
以
下
の
罰
金
）

…
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…　
　

児
童
の
養
育
を
斡
旋
す
る
行
為
（
三
四
条
一
項
八
号
お
よ
び
六
〇
条
二
項
に
よ
り
一
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
〇
万
円
以
下
の
罰
金
）
　
…

児
童
を
有
害
な
自
己
の
支
鐘
誘
お
よ
び
六
。
ー
に
ー
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
。
万
円
以
下
の
罰
金
）
…

児
童
福
祉
施
設
入
所
者

を
竃
霧
よ
び
六
。
ー
に
よ
旦
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
。
万
円
以
下
の
罰
金
）
）

㌶
校
㌶
童
の
届
出
義
務
違
反
（
．
一
。
条
壷
お
－
び
⊥
公
一
黍
亨
に
－
旦
一
。
万
円
以
下
の
罰
金
）
　
　
…

竃
羅
警
曇
ゴ
誘
竃
‥
ぽ
ガ
円
以
下
の
罰
金
）
　
…

34

　
こ
れ
ら
の
罪
が
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
で
あ
る
こ
と
は
当
然
だ
が
、
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
は
こ
れ
に
つ
き
る
も
の
で
は
な
い
。
刑
法
二

一
七
条
お
よ
び
一
二
八
条
の
遺
棄
罪
の
規
定
も
、
保
護
対
象
と
し
て
の
幼
者
を
構
成
要
件
化
し
て
い
る
し
、
一
七
六
条
お
よ
び
一
七
七
条

は
；
一
歳
未
満
者
の
性
的
自
由
の
保
護
を
特
別
構
成
要
件
と
し
た
。
さ
ら
に
刑
法
二
二
四
条
は
、
未
成
年
者
に
対
す
る
拐
取
行
為
を
規
制

す
る
も
の
で
あ
る
し
、
二
四
八
条
は
未
熟
な
未
成
年
者
の
財
産
を
守
る
べ
く
、
未
成
年
者
の
知
慮
浅
薄
に
つ
け
入
る
財
産
上
の
損
害
を
与

え
る
行
為
を
準
詐
欺
罪
と
し
て
い
る
。
四
六
都
道
府
県
で
制
定
さ
れ
て
い
る
青
少
年
保
護
育
成
条
例
に
し
て
も
、
少
年
の
保
護
と
健
全
育

成
を
目
標
と
し
て
、
青
少
年
に
対
す
る
有
害
行
為
の
規
制
（
淫
行
、
入
れ
墨
な
ど
）
や
有
害
環
境
の
調
整
（
有
害
図
書
の
販
売
規
制
）
を
明
文

化
し
て
、
当
初
よ
り
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
と
し
て
犯
罪
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
罪
は
家
庭
裁
判
所
の
管
轄
と
は

な
っ
て
い
な
い
。
少
年
法
三
七
条
が
、
少
年
の
福
祉
を
害
し
て
非
行
を
助
長
す
る
よ
う
な
犯
罪
類
型
を
家
庭
裁
判
所
の
管
轄
と
し
た
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

家
庭
裁

判
所
こ
そ
が
、
こ
れ
ら
の
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
を
正
当
に
評
価
・
判
断
で
き
る
と
の
考
え
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
遺
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棄
罪
や
青
少
年
保
護
育
成
条
例
違
反
事
件
を
家
庭
裁
判
所
の
管
轄
か
ら
除
外
す
る
理
由
は
乏
し
く
、
こ
れ
ら
の
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
も

ま
た
、
家
庭
裁
判
所
に
お
い
て
審
理
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
の
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
は
数
多
く
存
在
す
る
。

少
年
法
制
定
当
時
に
は
、
家
庭
裁
判
所
の
科
刑
権
の
問
題
が
あ
り
、
現
行
の
よ
う
な
三
七
条
列
挙
の
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
に
限
定
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

た
の
に
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
も
は
や
そ
う
し
た
区
分
も
な
く
、
改
め
て
、
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
の
す
べ
て
を
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

庭
裁
判
所
の
管
轄
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

口

保
護

内
容
に
よ
る
実
質
的
分
類

　
「

少
年
福
祉
阻
害

犯
」
は
、
む
し
ろ
少
年
の
福
祉
内
容
に
よ
っ
て
実
質
的
に
分
類
す
べ
き
で
あ
る
。
分
類
の
方
法
と
し
て
は
、
便
宜
上

①
法
令
の
本
来
的
目
的
に
よ
る
分
類
、
②
福
祉
阻
害
行
為
の
特
性
に
応
じ
た
分
類
、
③
保
護
年
齢
に
よ
る
分
類
の
三
種
類
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　
①
法
令
の
本
来
的
目
的
に
よ
る
分
類
と
は
、
少
年
の
保
護
を
念
頭
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
法
令
や
法
令
中
の
諸
条
項
と
、
本
来
の
保
護

法
益
は

少
年
の

健
全
育
成
に

限

ら
な
い
が
、
被
害
者
が
少
年
で
あ
る
場
合
に
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
と
し
て
把
握
で
き
る
も
の
と
に
分
類

す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
児
童
福
祉
法
や
青
少
年
保
護
育
成
条
例
に
よ
る
淫
行
規
制
は
前
者
に
、
刑
法
一
入
二
条
の
淫
行
勧
誘
罪

あ
る
い
は
売
春
防
止
法
の
売
春
助
長
行
為
に
対
す
る
諸
規
制
な
ど
は
後
者
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
の
分
類
の
も
つ
利
点
は
、
少
年
の
福
祉
そ

れ
自
体
を
、
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
の
保
護
法
益
と
し
て
明
確
化
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
淫
行
勧
誘
や
売
春
助
長
行
為
の
対
象
者
（
被
害
者
）

が
少
年
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
保
護
法
益
は
、
個
人
の
性
的
自
己
決
定
や
社
会
の
性
道
徳
に
あ
る
の
で
、
直
接
的
に
少
年
の
福
祉
の

保
護
を
目
的
と
す
る
法
令
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
後
者
の
法
令
に
お
い
て
も
、
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
と
し
て
概

念
化
し
、
前
者
の
法
令
に
お
い
て
犯
罪
化
を
試
み
、
移
行
す
る
こ
と
の
可
能
な
概
念
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
広
く
「
少

年
福
祉
阻
害

犯
」
と
し
て
捉
え
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
後
に
紹
介
す
る
よ
う
に
、
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
と
し
て
警
察
庁
に
よ
り
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計
上
さ
れ
る
送
致
件
数
の
多
い
も
の
の
な
か
に
、
薬
事
関
係
の
法
令
（
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
、
覚
せ
い
罪
取
締
法
、
大
麻
取
締
法
な
ど
）
や
、

売
春
防
止

法
、
職
業
安
定
法
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
少
年
の
福
祉
を
直
接
の
保
護
法
益
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ

で
も
、
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
可
能
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
把
握
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
②
福
祉
阻
害
行
為
の
特
性
に
応
じ
た
分
類
と
は
、
阻
害
さ
れ
る
少
年
の
福
祉
内
容
に
よ
っ
て
分
類
す
る
方
法
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
生

存
、
身
体
、
性
、
健
康
、
情
操
、
学
習
（
教
育
）
な
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
の
内
容
を
整
理
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
分
類
の
利
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
応
じ
て
、
規
制
の
あ
り
か
た
、
刑
事
制
裁
の
レ
ベ
ル
を
洗
い
直
し
、
刑
事
政
策
お
よ

び
社
会
政
策
の
方
向
性
に
何
ら
か
の
指
針
を
示
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
児
童
の
生
存
を
危
う
く
す
る
よ
う

な
不
保
護
・
放
任
・
加
虐
行
為
は
、
も
っ
と
も
厳
し
い
規
制
内
容
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
と
し
て
特
別
構
成
要
件
化

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
性
の
保
護
に
つ
い
て
は
、
実
は
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
の
多
く
は
こ
の
性
の
分
野
に
関
す
る
も
の

な
の
で
あ
る
が
、
複
数
の
法
令
に
分
散
し
て
い
る
も
の
を
集
積
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
年
の
保
護
お
よ
び
補
導
活
動
の
場
面
で
の

実
務
に

益
す
る
も
の
と
な
る
。
健
康
を
阻
害
す
る
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
と
し
て
は
、
薬
物
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
タ
バ
コ
等
の
不
法
供
与
の

問

題
が
浮
上
す
る
が
、
タ
バ
コ
の
問
題
も
薬
物
と
同
じ
線
上
で
考
え
て
ゆ
く
こ
と
の
必
要
性
が
、
こ
う
し
た
整
理
の
し
か
た
に
よ
っ
て
強

調

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
情
操
に
関
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
有
害
出
版
物
や
有
害
興
行
の
規
制
の
問
題
を
先
鋭
化
し
て
、

規
制
の
必
要
性

と
限
界
に
つ
い
て
考
慮
す
る
枠
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
教
育
を
受
け
る
機
会
の
保
障
と
し
て
、
学
校

教
育
法
に

お

け
る
保
護
者
へ
の
規
制
に
留
ま
ら
ず
、
学
校
教
育
の
現
場
に
お
け
る
諸
問
題
（
不
登
校
、
い
じ
め
、
体
罰
、
校
則
な
ど
）
を
検
討

す
る
う
え
で
も
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
の
枠
組
は
有
用
で
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
③
保
護
年
齢
に
よ
る
分
類
は
、
当
該
法
令
が
保
護
せ
ん
と
す
る
対
象
年
齢
に
し
た
が
っ
て
分
類
す
る
方
法
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
わ
が

国
の
法
令
は
、
二
〇
歳
未
満
、
一
入
歳
未
満
、
一
六
歳
未
満
、
一
五
歳
未
満
、
一
四
歳
未
満
、
＝
二
歳
未
満
、
一
二
未
満
な
ど
に
よ
っ
て

当
該
保
護
対
象
者
を
そ
れ
ぞ
れ
区
分
し
て
い
る
。
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二
〇

歳
未
満
ま
で
の
未
成
年
者
を
包
括
的
に
保
護
す
る
た
め
の
構
成
要
件
を
具
備
す
る
法
令
と
し
て
は
、
刑
法
二
二
四
条
（
未
成
年
者
拐

取
）
お
よ
び
二
四
入
条
（
未
成
年
者
に
対
す
る
準
詐
欺
）
、
少
年
法
（
全
体
と
し
て
未
成
年
者
の
健
全
育
成
と
保
護
を
目
標
と
す
る
法
令
で
あ
る

が
、
法
六
一
条
に
よ
っ
て
、
家
庭
裁
判
所
の
審
判
対
象
と
な
る
少
年
の
氏
名
、
容
貌
等
に
関
す
る
記
事
・
写
真
等
の
掲
載
制
限
を
し
た
と
こ
ろ
に
、
ひ

と
つ
の
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
と
し
て
の
構
成
要
件
化
が
見
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
規
定
に
対
応
す
る
処
罰
規
定
は
存
し
な
い
の
で
、
現
行
で
は

訓
示
規
定
的
意
味
合
い
で
し
か
な
い
）
、
未
成
年
者
喫
煙
禁
止
法
、
未
成
年
者
飲
酒
禁
止
法
、
競
馬
法
、
自
転
車
競
技
法
、
お
よ
び
モ
ー
タ
ー

ボ

ー
ト
競
走
法
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
が
、
後
三
者
は
、
「
学
生
」
と
い
う
身
分
に
よ
っ
て
も
保
護
し
て
お
り
、
未
成
年
者
よ
り
も
う
少
し

保
護
年
齢
区
分
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
ほ
か
、
労
働
基
準
法
五
八
条
に
よ
る
未
成
年
者
の
労
働
契
約
の
保

護
、
同
法
五
九
条
に
よ
る
賃
金
請
求
権
の
保
護
な
ど
も
こ
の
区
分
に
属
し
て
い
る
。
保
護
基
準
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
こ
の
よ
う
に
年
齢
に
求

め

る
方
法
は
画
一
的
で
あ
り
、
明
確
で
あ
る
。
そ
れ
は
保
護
内
容
と
年
齢
と
の
関
係
を
精
査
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
そ
の
実
用
性
に
も

高
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
基
準
を
徹
底
し
て
ゆ
け
ば
、
競
馬
法
等
に
お
い
て
「
学
生
」
な
る
区
分
を
特
設
し
て
保
護
を
強
化
す
る
こ
と
が
、

実
は

モ

ラ
ル
の
強
調
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
く
る
し
、
ま
た
、
当
該
年
齢
の
者
に
対
し
て
、
保
護
と
規
制

の

理
由
づ
け
が
果
た
し
て
妥
当
な
も
の
で
あ
る
の
か
疑
わ
し
く
思
え
て
く
る
も
の
も
あ
る
。
一
八
歳
と
一
九
歳
の
年
長
少
年
の
健
康
と
生

活
に

対
す
る
保
護
を
、
未
成
年
者
喫
煙
禁
止
法
な
ど
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
に
対
す
る
疑
問
は
そ
の
例
で
あ
る
。

　
一
八
歳
未
満
に
つ
い
て
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
が
こ
の
年
齢
区
分
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
児
童
福

祉
法
に

い

う
「
児
童
」
、
青
少
年
保
護
育
成
条
例
に
い
う
「
青
少
年
」
は
そ
の
代
表
で
あ
る
。
ま
た
、
労
働
基
準
法
の
「
年
少
者
」
保
護

も
、
基
本
は
一
八
歳
未
満
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
八
歳
未
満
者
に
つ
い
て
は
年
齢
証
明
の
備
え
付
け
を
事
業
者
に
義
務
づ
け
て
い
る

し
（
法
五
七
条
）
、
労
働
時
間
の
制
限
（
法
六
〇
条
）
、
深
夜
業
の
制
限
（
法
六
一
条
）
、
危
険
有
害
業
務
の
就
業
制
限
（
法
六
二
条
）
、
坑
内
労

働
の
禁
止

（法

六
一
二
条
）
、
帰
郷
旅
費
の
負
担
（
法
六
四
条
）
に
も
一
八
歳
未
満
の
「
年
少
者
」
保
護
の
姿
勢
が
貫
か
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、

風
営
適
正
化
法

は
、
一
八
歳
未
満
者
を
接
客
業
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
、
お
よ
び
客
と
し
て
出
入
り
さ
せ
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
（
法
二
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二
条
、
二
入
条
）
。

　
一
六
歳
未
満
の
グ
ル
ー
プ
は
、
さ
ら
に
よ
り
強
い
保
護
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
労
働
基
準
法
六
一
条
が
、
交
替
制
に
お
け
る
深

夜
業
の
特
例

を
一
六
歳
未
満
者
に
つ
い
て
排
除
す
る
の
も
そ
の
現
れ
で
あ
る
し
、
学
校
教
育
法
が
一
六
歳
未
満
者
の
就
学
を
保
護
者
に
義

務
づ
け
る
の
も
、
こ
の
例
で
あ
る
。
青
少
年
保
護
育
成
条
例
に
見
ら
れ
る
数
種
類
の
規
制
条
項
な
ど
は
、
本
来
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
位
置

づ
け
る
べ
き
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
青
少
年
保
護
育
成
条
例
の
福
祉
内
容
と
こ
れ
に
対
す
る
規
制
の
問
題
は
、
大
い
に
議
論
さ
れ
る
余

地
が
あ
ろ
う
。

　
こ

の

他
、
労
働
基
準
法
五
六
条
は
一
五
歳
未
満
者
の
労
働
使
用
を
原
則
禁
止
し
、
児
童
福
祉
法
三
四
条
一
項
は
一
五
歳
未
満
者
に
軽
わ

ざ

を
さ
せ
る
こ
と
を
禁
じ
（
三
号
）
、
道
路
な
ど
で
歌
謡
・
遊
芸
を
さ
せ
る
こ
と
を
禁
じ
（
四
号
）
、
風
俗
営
業
店
に
物
品
販
売
の
た
め
立
ち

入
ら
せ
る
こ
と
を
禁
じ
（
四
号
の
一
三
、
酒
席
に
侍
べ
ら
せ
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
（
五
号
）
。
そ
し
て
、
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
と
は
別
論
な

が
ら
、
刑
法
四
一
条
は
一
四
歳
未
満
者
の
刑
事
責
任
を
問
わ
ず
、
刑
法
一
七
六
条
お
よ
び
一
七
七
条
は
、
＝
二
歳
未
満
者
の
性
的
自
己
決

定
能
力
を
未
熟
な
も
の
と
し
て
保
護
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
二
歳
未
満
者
に
つ
い
て
、
労
働
基
準
法
五
六
条
は
映
画
、

演
劇
等
の
事
業
を
除
き
、
労
働
使
用
の
絶
対
禁
止
を
明
言
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
問
題
と
な
る
領
域
の
行
為
を
、
年
齢
ご
と
に
細
分
化
し
、
よ
り
細
か

く
「
福
祉
阻
害
犯
」
の
実
質
を
つ
め
て
ゆ
く
作
業
が
必
要
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ド
イ
ツ
の
青
少
年
保
護
法
お
よ
び
有
害
図
書
規
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

法
が

そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
少
年
の
年
齢
区
分
に
応
じ
て
、
映
画
・
ヴ
ィ
デ
オ
等
の
視
聴
あ
る
い
は
娯
楽
場
へ
の
入
場
の
あ
り
方
を
検
討

し
直
す
こ
と
も
、
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
研
究
の
課
題
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
労
働
基
準
法
で
は
あ
る
程
度
ま
で
細
分
化
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
青
少
年
保
護
育
成
条
例
を
中
心
と
す
る
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
の
多
く
に
は
包
括
的
す
ぎ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
問
題
が
山
積
み
の
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
（
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
淫
行
規
制
に
し
て
も
、
一
八
歳
未
満
で
合
理
的
説
明
が
可
能
か
ど
う
か
怪
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
し
、
ま

た
、
深
夜
外
出
規
制
に
し
て
も
一
律
的
に
一
八
歳
未
満
者
の
行
動
規
制
と
し
て
合
理
化
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
）
。
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（
4
）
立
法
の
立
案
趣
旨
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
各
州
に
お
け
る
原
因
供
与
罪
（
o
o
暮
ユ
ひ
暮
日
゜
q
9
匹
o
菅
ρ
已
o
コ
否
旦
に
類
す
る
規
定
の
導
入
化
に
あ
っ
た
と
解

　
　
さ
れ
て
い
る
が
、
立
法
と
し
て
の
中
途
半
端
さ
が
少
年
法
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
批
判
さ
れ
て
い
る
（
平
場
安
治
『
少
年
法
（
新
版
ご
有
斐
閣
（
一
九

　

八

七
年
）
四
五
四
頁
、
菊
田
幸
一
『
少
年
法
概
説
』
有
斐
閣
（
一
九
入
○
年
）
二
一
二
頁
）
。

（
5
）
団
藤
重
光
1
1
森
田
宗
一
『
新
版
少
年
法
（
第
二
版
ご
有
斐
閣
（
「
九
八
四
年
）
三
三
五
頁
お
よ
び
三
四
一
頁
参
照
の
こ
と
。

（
6
）
少
年
事
件
を
扱
う
独
立
の
裁
判
所
が
成
立
す
る
過
程
に
お
い
て
、
少
年
法
所
定
の
「
成
人
の
刑
事
事
件
」
を
家
庭
裁
判
所
の
管
轄
と
す
る
と
い
う
い
わ
ば

　
　
異
例
の
立
法
措
置
が
と
ら
れ
た
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
森
田
宗
一
『
砕
け
た
る
心
・
下
』
信
山
社
（
一
九
九
一
年
）
＝
二
五
頁
以
下
に
簡
潔
に
紹
介

　
　
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
ド
イ
ツ
の
青
少
年
保
護
と
有
害
環
境
規
制
に
つ
い
て
は
、
横
山
　
潔
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
青
少
年
有
害
文
書
の
規
制
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
四
八
六
号
（
一
九

　

九
一
年
）
三
頁
以
下
、
拙
稿
「
風
俗
環
境
浄
化
に
対
す
る
社
会
的
統
制
形
態
　
　
西
ド
イ
ツ
の
現
状
を
中
心
に
」
法
律
時
報
五
七
巻
七
号
（
一
九
八
五
年
）

　
　
四
〇
頁
以
下
、
お
よ
び
同
「
資
料
　
ド
イ
ツ
の
有
害
環
境
規
制
散
見
ー
B
P
S
レ
ポ
ー
ト
9
1
か
ら
」
常
磐
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
二
一
号
（
一
九

　
　
九
二
年
）
一
〇
七
頁
以
下
参
照
の
こ
と
。

「少年福祉阻害犯」に関する序論的考察（安部）

三
　
統
計
か

ら
見
た
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」

（
一
）
「

少
年
福
祉
阻
害
犯
」
の
推
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
「

少
年
福
祉
阻
害
犯
」
の
検
挙
状
況
お
よ
び
裁
判
処
理
状
況
を
、
犯
罪
統
計
書
お
よ
び
司
法
統
計
年
報
に
よ
っ
て
見
て
お
こ
う
。

　
「

少
年
福
祉
阻
害
犯
」
の
検
挙
状
況
は
、
少
年
非
行
の
増
加
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
八
三
年
あ
た
り
に
、
並
行
し
て
増
加
し
、
以
後
同
様

に

減
少
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。
表
1
が
示
す
よ
う
に
、
そ
の
主
た
る
減
少
要
因
は
、
青
少
年
保
護
育
成
条
例
違
反
事
件
の
激
減
に
あ
る
。

八

四
年
に
入
千
人
を
越
え
た
検
挙
送
致
人
員
も
九
一
年
に
は
二
、
六
入
七
人
に
ま
で
減
少
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
部
分
を
「
淫

行
」
が
占
め
る
の
で
あ
る
が
、
非
行
問
題
の
沈
静
化
と
と
も
に
、
現
象
と
し
て
の
「
淫
行
」
も
落
ち
着
き
を
見
せ
て
き
た
と
い
う
解
釈
は
、

し
か
し
、
安
直
す
ぎ
る
。
「
淫
行
」
の
減
少
理
由
は
、
福
岡
県
条
例
に
関
す
る
八
五
年
の
最
高
裁
判
決
以
後
、
「
淫
行
」
条
項
の
適
用
に
警
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（
9
）

察
当
局
が
か
な
り
慎
重
に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
風
俗
関
連
の
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
が
、
依
然
、
同
様
の
数
字
を
示
し

て

い

る
こ
と
か
ら
も
、
青
少
年
の
性
に
関
す
る
問
題
状
況
が
変
化
し
た
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。
（
売
春
防
止
法
関
係
で
は
八
三
年
の

四
一
一
人
か
ら
九
一
年
の
四
一
六
人
、
風
営
適
正
化
法
で
は
八
三
年
の
二
、
一
四
｝
人
か
ら
九
一
年
の
二
、
二
九
二
人
と
い
う
数
字
が
参
考
に
な
ろ

う
）
。
日
常
的
な
風
俗
環
境
や
情
報
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
、
性
に
関
す
る
福
祉
阻
害
は
、
む
し
ろ
深
刻
な
状
況
に
あ
る
と
い
う
べ
き
と
思

わ

れ
る
。

　
他
方
、
覚
せ
い
剤
に
関
す
る
問
題
は
、
や
や
明
る
い
方
向
性
を
示
し
て
は
い
る
も
の
の
（
八
二
年
の
六
五
六
人
が
、
九
一
年
に
は
三
九
四
人

で
あ
る
）
、
毒
劇
法
違
反
検
挙
者
の
彩
し
い
増
加
（
八
二
年
の
八
七
入
人
が
九
一
年
に
は
三
、
五
二
〇
人
で
あ
る
）
は
、
一
層
、
「
少
年
福
祉
阻
害

犯
」
の
問
題
を
肥
大
化
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。
薄
暗
い
街
頭
で
、
シ
ン
ナ
ー
や
ト
ル
エ
ン
の
入
っ
た
瓶
が
、
生
気
の
抜
け
た
少
年
た
ち

に

密
か
に

売
ら
れ
る
場
面
は
容
易
に
思
い
浮
か
べ
ら
れ
よ
う
。
表
2
は
被
害
少
年
の
推
移
を
見
た
も
の
だ
が
、
毒
劇
法
で
は
八
二
年
当
時

に

比

べ
、
ほ
ぼ
三
倍
に
増
大
し
て
い
る
（
八
二
年
の
二
、
〇
三
一
人
が
九
一
年
に
は
六
、
〇
三
五
人
で
あ
る
）
。
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
全
体
の
数

の

上
で
も
、
被
害
少
年
で
見
て
み
る
と
、
八
三
年
当
時
と
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
（
八
三
年
の
一
万
九
、
五
〇
七
人
が
、

九
一
年
に
は
、
一
万
九
、
三
四
四
人
で
あ
る
）
。

　
児
童
福
祉
法
違
反
者
は
、
六
号
違
反
（
淫
行
さ
せ
る
罪
）
の
減
少
こ
そ
見
ら
れ
る
も
の
の
、
他
の
「
福
祉
阻
害
犯
」
は
、
ほ
ぼ
一
定
の

数
字

を
示
し
て
い
る
。
一
定
の
数
字
の
行
列
は
、
実
に
奇
妙
で
あ
る
。
未
成
年
者
喫
煙
禁
止
法
お
よ
び
未
成
年
者
飲
酒
禁
止
法
に
も
同
様

の
こ

と
が
言
え
よ
う
。
僅
か
な
が
ら
で
は
あ
る
が
、
毎
年
、
確
実
に
検
挙
者
数
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」

の

規
制
運
用
が
、
行
事
活
動
的
か
つ
形
式
的
で
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
表
1
お
よ
び
表
2
に
現
れ
て
い
る
数
字
が
、
ほ
ん
の
氷
山
の

一
角
で
あ
る
こ
と
は
、
誰
で
も
知
っ
て
い
る
し
、
い
っ
た
い
こ
の
数
字
の
中
身
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
と
、
考
え
込
ん
で
し
ま

・

つ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
ま
た
、
表
2
に
見
る
九
一
年
の
被
害
者
一
万
九
、
三
四
四
人
の
う
ち
、
女
子
は
一
、
七
三
二
人
で
あ
る
。
青
少
年
保
護
育
成
条
例
違
反
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　　　　　表1　少年福祉阻害犯検挙人員の推移（1982年～1991年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　警察庁の各年犯罪統計書による

82年83年84年85年86年87年88年89年90年91年

統計

（このうち）

13400　　　　　　15809　　　　　　12989　　　　　　12306　　　　　　10653

　　14555　　　　　　15056　　　　　　13069　　　　　　10109　　　　　　11154

学校教育法 4　　　　　5　　　　8　　　　　2　　　　　3　　　　　5　　　　3　　　　　2　　　　　2　　　　　1

未成年者喫煙禁止法 219　　220　　136　　132　　　65　　　62　　　40　　　21　　　28　　　15

未成年者飲酒禁止法 246　　277　　293　　167　　108　　　94　　110　　　64　　　62　　　64

覚せい剤取締法 656　　617　　669　　559　　555　　478　　408　　344　　274　　394

大麻取締法 20　　　　12　　　　20　　　　20　　　　23　　　　23　　　　57　　　　68　　　　38　　　　43

毒劇物取締法 878　　1091　1328　　1365　1332　1718　2051　2339　3228　3520

労働基準法 503　　528　　475　　506　　439　　546　　573　　467　　562　　614

職業安定法 121　　133　　227　　225　　130　　152　　209　　156　　173　　181

売春防止法 283　　411　　698　　768　　846　　722　　493　　388　　305　　416

風営適正化法 2006　2141　2103　2268　2502　2694　2724　2445　2228　2292

児童福祉法

　うち

　酒席に侍らせる

　淫行させる

　引き渡し

　支配下に置く

1368　　1512　　1753　1551　1347　1278　1258　　969　　918　　901

　54　　　83　　　80　　　59　　　48　　　48　　　27　　　47　　　41　　　44

730　　794　　1008　　905　　705　　566　　574　　391　　285　　291

257　　313　　348　　270　　298　　370　　396　　295　　353　　261

295　　287　　295　　300　　275　　257　　222　　203　　193　　248

青少年保護育成条例 7094　　7606　8099　7492　5638　5296　4380　2846　2797　2687
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表2　少年福祉阻害犯被害少年の推移（1982年～1991年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　警察庁の各年犯罪統計書による

82年83年84年85年86年87年88年89年90年91年

統計

（このうち）

18607　　　　　　21560　　　　　　18062　　　　　　19617　　　　　　18980

　　19507　　　　　　21592　　　　　　19409　　　　　　16319　　　　　　19344

学校教育法 6　　　　　8　　　　12　　　　　3　　　　　4　　　　　7　　　　　3　　　　　2　　　　　2　　　　　5

未成年者喫煙禁止法 288　　304　　254　　221　　102　　110　　　52　　　39　　　75　　　61

未成年者飲酒禁止法 1452　1624　1576　　1037　　488　　363　　411　　308　　336　　310

覚せい剤取締法 1064　1932　1081　　843　　817　　762　　646　　487　　392　　574

大麻取締法 58　　　29　　　26　　　28　　　28　　　45　　　105　　　85　　153　　　87

毒劇物取締法 2031　2274　2941　2856　2752　3545　4366　4612　6286　6035

労働基準法 762　　748　　765　　1147　　940　　1024　　1032　　854　　1069　　1357

職業安定法 151　　141　　243　　258　　　117　　　164　　230　　160　　272　　258

売春防止法 388　　612　　966　　1071　1150　　1172　　795　　555　　503　　567

風営適正化法 2214　2233　2230　　3777　4089　4740　　5386　4327　4761　4911

児童福祉法

　うち

　酒席に侍らせる

　淫行させる

　引き渡し

　支配下に置く

1539　1613　1887　　1627　　1370　　1410　　1387　1152　　1139　　1018

　52　　　83　　　72　　　92　　　54　　　66　　　32　　　53　　　32　　　47

847　　898　　1122　　923　　760　　634　　590　　400　　360　　348

257　　311　　335　　264　　240　　334　　446　　347　　370　　251

343　　281　　332　　322　　289　　323　　244　　304　　289　　271

青少年保護育成条例 8643　8885　9579　8723　6204　6067　5204　3737　3851　3931
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の
被
害
少
年

三
、
九
三
一
人
中
女
子
は
三
、
二
三
一
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
女
子
少
年
被
害
者
は
、
概
し
て
性
に
関
す

る
福
祉
阻
害
の
対
象
者
と
な
っ
て
い
る
。
家
出
の
割
合
も
相
対
的
に
高
い
。
中
学
生
で
あ
る
全
被
害
少
年
は
三
、
〇
七
七
人
で
あ
る
こ
と

に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　
な
お
、
検
挙
者
中
、
暴
力
団
関
係
者
の
実
数
は
、
平
成
三
年
で
一
、
＝
七
人
で
あ
り
、
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、
一
〇
・
○
％
で
あ

る
。
但
し
、
覚
せ
い
剤
で
は
一
九
〇
人
、
四
八
・
二
％
、
児
童
に
淫
行
さ
せ
る
罪
で
は
六
〇
人
、
二
〇
・
六
％
、
児
童
の
引
き
渡
し
行
為

で
は

五
七
人
、
二
一
・
四
％
、
自
己
の
支
配
下
に
置
く
行
為
で
は
一
〇
七
人
、
四
三
・
一
％
と
高
率
で
あ
る
。

（
二
）
条
例
違
反
の
内
容
と
適
用
格
差

　
「

少
年
福
祉
阻
害

犯
」
に
対
す
る
規
制
の
鍵
は
、
表
1
お
よ
び
表
2
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
と
り
わ
け
一
〇
年
ほ
ど
前
は
、
青
少

年
保
護

育
成
条
例
を
い
か
に
活
用
す
る
か
に
あ
っ
た
。
九
〇
年
代
に
お
い
て
も
、
条
例
の
重
要
性
は
色
槌
せ
る
こ
と
な
く
、
適
用
事
例
こ

そ
限
定
さ
れ
て
は
い
っ
た
も
の
の
、
か
え
っ
て
長
野
、
東
京
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
規
制
が
行
わ
れ
、
全
国
的
に
、
青
少
年
と
の

淫

ら
な
性
行
為
に
対
す
る
禁
止
規
範
が
確
立
し
た
か
に
も
思
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
条
例
を
積
極
的
に
活
用
す
る
自
治
体
と
そ
う
で

な
い
自
治
体
と
の
差
は
顕
著
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
と
し
て
の
淫
行
規
制
の
あ
り
か
た
に
は
問
題
が
残
っ
て
い
る
。

青
少
年
保
護
育
成
条
例
に

よ
る
規
制
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
淫
行
規
制
だ
け
で
は
な
い
。
指
定
さ
れ
た
有
害
図
書
等
の
販
売
規
制
お
よ
び
有

害
玩
具
の
販
売
規
制
、
あ
る
い
は
有
害
行
為
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
う
え
で
の
場
所
の
提
供
等
に
対
す
る
規
制
、
さ
ら
に
は
青
少
年

を
深
夜
い
た
ず
ら
に
連
れ
回
す
こ
と
な
ど
に
対
す
る
深
夜
外
出
規
制
と
い
っ
た
様
々
な
規
制
が
青
少
年
保
護
育
成
条
例
に
よ
り
行
わ
れ
て

い

る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
深
夜
外
出
規
制
は
、
警
察
の
街
頭
補
導
の
根
拠
条
項
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
検
察
に
送
致
さ
れ

る
の
は
ご
く
ま
れ
で
あ
る
。

　
い

ず
れ
に
せ
よ
、
青
少
年
保
護
育
成
条
例
違
反
と
し
て
警
察
が
把
握
し
て
い
る
数
字
を
こ
こ
で
見
て
お
く
こ
と
は
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
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の
全
容
を
解
す
る
う
え
で
有
用
と
思
わ
れ
る
。
表
3
は
、
平
成
三
年
に
お
け
る
青
少
年
保
護
育
成
条
例
違
反
人
員
の
統
計
で
あ
る
。
各
規

制

内
容
の
上
段
は
、
当
該
条
項
に
よ
っ
て
取
り
締
ま
ら
れ
た
一
八
歳
以
上
の
者
の
数
字
で
あ
り
、
下
段
は
当
該
条
項
に
よ
り
補
導
さ
れ
た

一
八
歳
未
満
者
（
青
少
年
）
の
数
字
で
あ
る
。
七
つ
の
自
治
体
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
千
葉
は
、
淫
行
規
制
に
つ
き

最
高
裁
判
例
に
そ
っ
た
定
義
規
定
を
設
け
て
規
制
に
の
ぞ
む
代
表
的
な
自
治
体
で
あ
り
、
東
京
生
活
圏
の
平
均
的
姿
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ

だ

か

ら
で
あ
る
し
、
大
阪
は
、
有
害
図
書
規
制
に
つ
き
、
東
京
同
様
否
定
的
立
場
を
と
っ
て
き
た
が
、
平
成
二
年
、
条
例
を
改
正
し
京
都

と
並
ん
で
新
た
に
規
制
の
方
向
性
を
顕
示
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
兵
庫
お
よ
び
福
岡
は
、
条
例
活
用
に
か
な
り
積
極
的
な
自
治
体
と
し

て
、
石
川
お
よ
び
茨
城
は
、
比
較
的
標
準
的
な
条
例
内
容
を
も
つ
日
本
海
側
お
よ
び
太
平
洋
側
の
伝
統
的
な
生
活
文
化
圏
と
し
て
と
り
あ

げ
て

み

た
。
そ
し
て
南
の
、
基
地
を
も
つ
観
光
文
化
圏
と
し
て
沖
縄
を
表
に
の
せ
る
こ
と
に
し
た
。
も
と
よ
り
こ
れ
ら
は
便
宜
的
な
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
表
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
各
自
治
体
が
力
を
入
れ
て
い
る
規
制
内
容
に
は
か
な
り
大
き
な
開
き
が
あ
る
。
深

夜
外
出
規
制
条
項
は
多
く
の
自
治
体
に
見
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
熱
心
な
の
は
、
千
葉
お
よ
び
福
岡
の
よ
う
で
あ
る
し
、
場

所
の

提
供
お
よ
び
周
旋
条
項
は
、
丘
ハ
庫
、
茨
城
が
、
有
害
玩
具
の
販
売
規
制
は
、
大
阪
、
兵
庫
が
、
有
害
図
書
販
売
お
よ
び
自
販
機
収
納

規
制
は
、
千
葉
お
よ
び
沖
縄
で
と
い
う
よ
う
に
、
各
県
各
様
の
都
合
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
全
国
的
な
平
均
像
に
比
較
的
ち
か
い
の
は
、

表

3
の
中
で
は
、
石
川
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
自
治
体
の
地
域
事
情
や
規
制
す
る
側
の
都
合
、
お
よ
び
条
例
自
体
の
比
較
研
究
な
ど

興
味
深
い

テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
ポ
ル
ノ
コ
ミ
ッ
ク
問
題
に
端
を
発
し
、
包
括
指
定
を
も

導
入

し
て
思
い
切
っ
た
条
例
改
正
を
な
し
た
大
阪
で
、
有
害
図
書
の
販
売
規
制
が
全
然
計
上
さ
れ
て
こ
な
い
こ
と
に
着
目
し
て
お
き
た
い
。

有
害
指
定
は
、
行
政
の
責
任
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。
刑
事
規
制
を
背
後
に
す
え
て
の
浄
化
活
動
に
、
多
く
の
疑
問
が
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
っ
た
が
、
警
察
力
の
乱
用
に
い
た
ら
ぬ
よ
う
に
、
行
政
の
指
導
性
が
今
後
も
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
淫

行
規
制
に
つ
い
て
極
め
て
積
極
的
な
の
は
、
福
岡
で
あ
る
。
全
国
の
取
締
人
員
の
約
七
分
の
一
を
福
岡
が
占
め
て
い
る
。
県
条
例
が

憲
法
の
洗
礼
を
う
け
た
か
ら
と
い
っ
て
気
を
よ
く
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
か
ろ
う
が
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
特
殊
事
情
が
存
在
す
る
の
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「少年福祉阻害犯」に関する序論的考察（安部）

　　　表3　平成3年における青少年保護育成条例違反の内訳（人員）

　　　　　　　　　　　　　　　　警察庁犯罪統計書『平成3年の犯罪』による

全体 うち千葉 大阪 兵庫 福岡 石川 茨城 沖縄

総計 i取締
i
37，688 11，620 58 145 16，266 53 82 155

Ii補導 71，391 15，973 53 7，599 16，253 51 186 244

（う ち）

みだらな
i
取
締
…

2，110 18 35 128 302 36 70 33

性行為 Ii補導

…
…

2，548 20 36 328 241 30 94 64

有害図書

i
i
取
締
…

93 5 0 0 0 0 0 77

販売
i
補
導
…
…

38 30 0 0 0 0 0 1

有害図書の

i
i
取
締
…

27 1 0 0 4 0 0 5

　　　　　．自販機収納i補導
　　　　　…
　　　　　…

21 0 0 0 0 0 0 0

有害玩具

i
i
取
締
i

54 0 19 5 0 1 0 0

販売 i
補
導
i
i

71 0 17 11 0 5 0 0

場所の提供i取締

i
120 1 1 6 5 2 7 2

周旋
i
i
補
導
：
i

408 0 0 44 5 8 66 10

深夜外出
i：取締

i
35，087 11，595 0 0 15，913 12 0 0

i補導 67，797 15，923 0 7，203 15，913 7 0 0
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だ

ろ
う
か
、
関
心
の
深
ま
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

（
三
）
家
庭
裁
判
所
の
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
処
理

　
表

4
は
、
家
庭
裁
判
所
が
、
平
成
三
年
中
に
少
年
法
三
七
条
に
掲
げ
る
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
の
第
一
審
と
し
て
終
局
処
理
し
た
人
員

実
数
を
、
法
令
条
項
別
に
み
た
も
の
で
あ
る
。
警
察
段
階
で
の
数
字
が
裁
判
終
局
ま
で
く
る
と
、
い
か
に
も
少
な
く
な
る
。
い
わ
ゆ
る
ダ

イ
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
当
然
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
の
領
域
で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
検
察
統
計
年
報
に
よ
れ
ば
、
労
働
基
準
法
違
反
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

起
訴
率
が
三
二
・
七
％
、
児
童
福
祉
法
違
反
の
起
訴
率
が
五
二
・
○
％
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
か
な
り
寛
大
な
対
応
と
い
え
る
。
労
働

基
準
法
違
反
で
有
罪
判

決
を
う
け
た
者
二
二
一
人
）
の
大
半
は
罰
金
刑
で
あ
る
が
二
〇
四
人
）
、
懲
役
刑
の
言
い
渡
し
も
一
七
人
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
者
た
ち
も
一
六
人
に
執
行
猶
予
が
つ
い
て
い
る
。
児
童
福
祉
法
違
反
事
件
で
は
さ
す
が
に
懲
役
刑
が
多
い
が
二
八
五
人
中

一
四
五
人
）
、
そ
れ
も
大
部
分
に
執
行
猶
予
が
つ
く
の
で
あ
る
か
ら
、
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
は
、
実
質
、
軽
微
な
犯
罪
と
し
て
の
認
識
か
ら

な
か
な
か
脱
却
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
た
だ
し
、
六
号
違
反
の
「
淫
行
さ
せ
る
行
為
」
に
対
し
て
は
、
そ
の
中
で
も
比
較
的

厳

し
い
処
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
表
1
と
表
4
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
よ
り
明
白
と
な
る
）
。

　
た
し
か
に
、
未
成
年
者
喫
煙
禁
止
法
や
未
成
年
者
飲
酒
禁
止
法
の
制
裁
規
定
は
、
前
者
の
販
売
者
に
対
す
る
罰
金
を
除
い
て
、
科
料
ど

ま
り
で
あ
り
、
制
定
当
初
か
ら
軽
微
な
犯
罪
概
念
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
立
法
政
策
的
な
領
域
の
問

題
に

も
発
展
す
る
が
、
喫
煙
と
飲
酒
が
少
年
の
福
祉
を
ど
れ
ほ
ど
害
す
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
基
本
に
立
ち
か
え
っ
て
、
問
題
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ち
な
み
に
、
未
成
年
者
喫
煙
禁
止
法
の
有
罪
科
刑
状
況
を
最
近
七
年
間
の
司
法
統
計
年
報
か
ら

読
み
取
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

46

…
昭

和
六
。
年
有
罪
者
男
子
天
一
万
円
未
満
の
罰
金
（
被
害
者
豆
歳
女
子
天
）
　
　
　
　
　
　
｝



「少年福祉阻害犯」に関する序論的考察（安部）

表4　少年法37条に掲げる少年福祉阻害犯の第1審終局処理人員（平成3年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　平成3年版司法統計年報（少年編）による

（違反法令） 有罪者数 懲役（うち執行猶予）　罰金　　　科料

未成年者飲酒禁止法 2 0　　　　　　　　0　　　　　2

労働基準法 121 17　　（16）　　　　　　104　　　　　　　　0

うち

労働時間の制限　32条 3 0　　　　　　　　3　　　　　0

最低年齢　　　　56条 5 0　　　　　　　5　　　　0

深夜業　　　　　61条 65 3　（3）　　　62　　　0

危険有害業務　　62条 48 14　　（13）　　　　　　　34　　　　　　　　0

児童福祉法34条1項 185 145　（104）　　　　　　　40　　　　　　　　　0

うち

道路等での歌謡・遊芸　4号 2 2　（2）　　　0　　　　0

深夜物品販売等　　4号の2 11 4　（2）　　　7　　　0

酒席に侍らせる　　　　5号 10 3　（2）　　　7　　　0

淫行させる　　　　　　6号 80 76　　（61）　　　　　　　　4　　　　　　　　　0

児童の引き渡し　　　　7号 21 15　（9）　　　6　　　　0

自己の支配下に置く　　9号 61 45　　（27）　　　　　　　16　　　　　　　　　0

合　　計 ＃308 162　（120）　　　　　　144　　　　　　　　　2

＃　有罪者数には，法人19が含まれている。
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　　　　　　　　　　　”　　
・　　一

　　　　　　　　　　・　　一　　一　　一　　　　　　　　　≡　　●　　’　　・　　　　　　　　．　　．　　．　　≡　　　　　　　一　　
一　　，　　．

　　　　　一　　一　　一　　一　　　　，　　・　　’　　≠　　　一　　一　　一　　 一　　一　　一　　一　　⇒　一　　・　　A　　－一　　A　　一

昭
和

六
一
年

昭
和
六
二
年

昭
和
六
三
年

平
成
　
元
年

平
成
　
二
年

平
成
　
三
年

　
未
成
年
者
飲
酒
禁
止
法
に
つ
い
て
も
状
況
は
似
た
り
よ
っ
た
り
で
あ
る
。

酒
禁
止

法
に

よ
る
規
制
は
極
め
て
断
片
的
で
あ
り
、

よ
る
規
制
の
現
実
は
、

る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

と
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
法
令
の
た
め
の
言
葉
で
あ
ろ
う
か
。

ご

と
き
刑
事
制
裁
で
あ
る
。

　
以

上
、
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
に
関
す
る
統
計
を
簡
単
に
見
て
き
た
。
わ
ず
か
ば
か
り
の
統
計
資
料
で
仮
説
め
い
た
こ
と
を
論
じ
た
り
、

政
策
提
案
な
ど
を
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
規
制
の
現
状
に
関
し
て
、
疑
問
点
や
検
討
課
題
が
、
ふ
つ

ふ

つ
と
湧
い
て
く
る
の
を
押
し
留
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

有
罪
者
男
子
一
人
女
子
二
人
、
一
万
円
未
満
の
罰
金
（
被
害
者
一
五
歳
男
子
二
人
、
一
七
歳
女
子
二
人
、
一
入
歳
以
上
女
　
…

子

二

人
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

有
罪
者
女
子
一
人
、
一
万
円
以
上
二
万
円
未
満
の
罰
金
（
被
害
者
一
七
歳
男
子
二
人
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

該

当
者
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

有
罪
者
男
子
天
一
万
円
未
満
の
罰
金
（
被
害
者
＝
ハ
歳
女
子
一
人
；
歳
男
子
天
）
　
　
　
…

該

当
者
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

該

当
者
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
に
、
未
成
年
者
喫
煙
禁
止
法
お
よ
び
未
成
年
者
飲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
規
制
と
し
て
重
要
な
役
割
を
負
い
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
法
令
に

　
　
い

さ
さ
か
心
許
な
い
。
裁
判
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
法
の
存
在
意
義
す
ら
消
滅
し
て
し
ま
い
そ
う
な
状
況
で
あ

　
　
　
ほ

ん

の

数
え
る
ば
か
り
の
有
罪
者
が
で
る
こ
と
の
意
味
も
か
え
っ
て
分
か
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
一
罰
百
戒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
に
し
て
も
、
一
万
円
前
後
の
財
産
刑
で
は
、
そ
れ
も
あ
っ
て
な
き
が

48

（
8
）
同
様
に
、
渡
邊
一
弘
「
有
害
環
境
と
児
童
の
人
権
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
九
二
年
六
月
号
二
六
頁
以
下
を
も
併
せ
参
照
さ
れ
た
い
。



「少年福祉阻害犯」に関する序論的考察（安部）

（
9
）
青
少
年
保
護
育
成
条
例
に
よ
る
淫
行
規
制
の
問
題
は
、
昭
和
六
〇
年
一
〇
月
二
三
日
の
最
高
裁
大
法
廷
判
決
（
刑
集
三
九
巻
六
号
四
一
三
頁
）
に
よ
り
、

　
　
合
憲
的
限
定
解
釈
が
な
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
様
子
を
う
か
が
っ
て
い
た
自
治
体
の
条
例
整
備
を
促
す
結
果
と
な
っ
た
が
、
そ
の
反
面
、
淫
行
の
定
義
を
よ
り

　
　
明
確
な
形
で
解
釈
運
用
し
て
ゆ
く
必
要
も
認
識
さ
れ
る
に
致
っ
た
。
多
く
の
自
治
体
の
条
例
の
運
用
が
、
そ
れ
ま
で
よ
り
も
慎
重
に
行
わ
れ
て
お
り
、
と

　
　
く
に
若
年
者
相
互
の
性
的
享
楽
行
為
に
つ
い
て
は
適
用
が
手
控
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
東
京
都
で
も
、
最
高
裁
判
決
を
う
け
て
「
淫
行
」
規

　
　
制
条
項
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
た
が
、
結
局
、
性
の
問
題
に
対
す
る
刑
事
規
制
は
慎
重
に
と
い
う
観
点
か
ら
、
同
条
項
の
導
入
は
見
送
ら
れ
た

　
　

（第
一
七
期
東
京
都
青
少
年
問
題
協
議
会
答
申
概
要
、
青
少
年
問
題
研
究
一
四
九
号
四
頁
以
下
参
照
）
。

　
　
　
前
記
最
高
裁
判
決
で
は
、
淫
行
概
念
を
「
青
少
年
を
誘
惑
し
、
威
迫
し
、
欺
岡
し
又
は
困
惑
さ
せ
る
等
そ
の
心
身
の
未
成
熟
に
乗
じ
た
不
当
な
手
段
に

　
　
よ
り
行
う
性
交
又
は
性
交
類
似
行
為
」
お
よ
び
「
青
少
年
を
単
に
自
己
の
性
的
欲
望
を
満
足
さ
せ
る
た
め
の
対
象
と
し
て
扱
っ
て
い
る
と
し
か
認
め
ら
れ

　
　
な
い
よ
う
な
性
交
又
は
性
交
類
似
行
為
」
と
解
し
た
の
で
あ
る
が
、
前
者
の
類
型
の
限
定
は
、
す
で
に
京
都
条
例
お
よ
び
大
阪
条
例
に
お
い
て
採
ら
れ
た

　
　
も
の
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
、
最
高
裁
も
こ
れ
ら
の
規
定
に
従
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
後
者
の
類
型
は
、
通
常
の
社
会
通
念
を
表
現
し
た
も
の
の
よ
う
で

　
　
あ
る
が
、
限
定
に
な
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
「
淫
行
」
本
来
の
定
義
か
ら
す
れ
ば
、
限
定
化
し
に
く
い
反
倫
理
的
特
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

　
　
後
者
の
表
現
の
ほ
う
に
よ
り
近
い
も
の
が
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
明
確
性
が
要
求
さ
れ
る
刑
事
規
制
の
本
則
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
で

　
　
は
前
者
の
類
型
だ
け
で
限
定
す
る
と
な
る
と
、
そ
れ
は
も
は
や
、
「
淫
行
」
と
は
離
れ
た
概
念
に
向
か
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
伊
藤
正
巳
裁
判
官

　
　
の
少
数
意
見
に
あ
る
よ
う
に
、
前
者
の
よ
う
な
限
定
解
釈
は
無
理
な
解
釈
で
あ
り
、
「
通
常
の
判
断
能
力
を
有
す
る
一
般
人
の
理
解
の
及
び
え
な
い
も
の
で

　
　
あ
り
、
『
淫
行
』
の
意
義
の
解
釈
を
逸
脱
し
た
も
の
」
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
前
者
だ
け
で
は
「
淫
行
」
の
解
釈
は
成
り
立
た
ず
、
後
者
だ
け
で
は
、
不
明

　
　
確
に

な
る
。
多
数
意
見
が
、
両
者
を
併
記
し
て
「
淫
行
」
を
捉
え
た
の
に
は
、
そ
う
し
た
理
由
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
併
記
す
る
こ

　
　
と
で
「
淫
行
」
概
念
自
体
の
問
題
性
が
よ
り
明
白
に
な
っ
た
。
京
都
（
昭
和
五
六
年
）
、
大
阪
（
昭
和
五
九
年
）
、
山
口
（
昭
和
五
九
年
）
、
千
葉
（
昭
和
六

　
　
〇
年
）
の
各
条
例
が
、
前
者
の
類
型
に
よ
る
限
定
を
行
っ
て
い
る
が
、
問
題
認
識
が
ま
だ
熟
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
時
期
の
京
都
を
除
い
て
、
「
淫
行
」
な

　
　
る
用
語
を
条
文
中
に
用
い
る
こ
と
は
避
け
て
い
る
。
た
だ
し
、
山
口
で
は
、
「
み
だ
ら
な
性
行
為
」
を
教
え
た
り
見
せ
た
り
す
る
こ
と
の
規
制
条
項
（
＝
一

　
　
条
二
項
）
が
あ
り
、
こ
の
場
合
の
「
み
だ
ら
な
性
行
為
」
と
は
何
を
い
う
の
か
、
一
項
と
二
項
と
の
関
係
が
不
明
で
あ
る
点
が
気
に
か
か
る
と
こ
ろ
で
あ

　
　
る
。
参
考
ま
で
に
こ
れ
ら
の
条
例
の
各
条
項
を
記
し
て
お
く
。
こ
の
他
の
条
例
に
よ
る
「
淫
行
」
条
項
は
、
神
奈
川
の
定
義
規
定
を
お
く
場
合
を
例
外
と

　
　
し
て
、
単
に
、
「
淫
行
」
（
一
六
の
条
例
）
と
し
た
り
、
「
み
だ
ら
な
性
行
為
」
（
二
二
の
条
例
）
、
「
不
純
な
性
行
為
」
（
二
つ
の
条
例
）
と
し
て
い
る
だ
け
で

　
　
あ
る
。

49



北陸大学法学部開設記念号（1993）

京
都
府
条
例
一
二
条
一
項
（
昭
和
五
六
年
一
月
九
日
制
定
に
よ
り
導
入
）

　
　
何
人

も
、
青
少
年
に
対
し
、
金
品
そ
の
他
財
産
上
の
利
益
若
し
く
は
職
務
を
供
与
し
、
若
し
く
は
そ
れ
ら
の
供
与
を
約
束
す
る
こ
と
に
よ
り
、
又
は

　
精
神
的
、
知
的
未
熟
若
し
く
は
情
緒
的
不
安
定
に
乗
じ
て
、
淫
行
ま
た
は
わ
い
せ
つ
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

大
阪
府
条
例
一
八
条
（
昭
和
五
九
年
一
二
月
二
二
日
改
正
に
よ
り
導
入
、
現
行
二
三
条
）

　
　
何
人
も
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
一
　
青
少
年
に
金
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
、
役
務
若
し
く
は
職
務
を
供
与
し
、
又
は
こ
れ
ら
を
供
与
す
る
約
束
で
、
当
該
青
少
年
に
対
し
性
行
為

　
　
又

は
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
行
う
こ
と
。

　
二
　
専

ら
性
的
欲
望
を
満
足
さ
せ
る
目
的
で
、
青
少
年
を
威
迫
し
、
欺
き
、
又
は
困
惑
さ
せ
て
、
当
該
青
少
年
に
対
し
性
行
為
又
は
わ
い
せ
つ
な
行
為

　
　
を
行
う
こ
と
。

　
三
　
性
行
為
又

は
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
行
う
こ
と
の
周
旋
を
受
け
、
青
少
年
に
対
し
当
該
周
旋
に
係
る
性
行
為
又
は
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
行
う
こ
と
。

　
四

　
青
少
年
に

売
春
若

し
く
は
刑
罰
法
令
に
触
れ
る
行
為
を
行
わ
せ
る
目
的
又
は
青
少
年
に
こ
れ
ら
の
行
為
を
行
わ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
渡
す
目

　
　
的

で
、
当
該
青
少
年
に
対
し
性
行
為
又
は
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
行
う
こ
と
。

山
口
県
条
例
一
二
条
（
昭
和
五
九
年
一
二
月
二
六
日
改
正
に
よ
り
導
入
）

　
　
①
何
人
も
、
青
少
年
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
一
　
金
品
そ
の
他
財
産
上
の
利
益
を
供
与
し
、
若
し
く
は
役
務
を
提
供
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
供
与
若
し
く
は
提
供
を
約
束
し
て
性
行
為
を
約
束
し
て
性

　
　
行
為
又

は
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
こ
と
。

　
二
　
相
手
方
を
欺
き
、
若
し
く
は
困
惑
さ
せ
、
又
は
そ
の
困
惑
に
乗
じ
て
性
行
為
又
は
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
こ
と
。

　
三
　
あ
っ
せ
ん
を
受
け
て
性
行
為
又
は
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
こ
と
。

　
　
②
何
人
も
、
青
少
年
に
対
し
、
み
だ
ら
な
性
行
為
又
は
わ
い
せ
つ
の
行
為
を
教
え
、
又
は
こ
れ
ら
を
見
せ
て
は
な
ら
な
い
。

千
葉
県
条
例
一
三
条
の
二
（
昭
和
六
〇
年
一
二
月
二
三
日
改
正
に
よ
り
導
入
）

　
　
何
人

も
、
青
少
年
に
対
し
、
専
ら
自
己
の
性
的
欲
望
を
満
足
さ
せ
る
目
的
で
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
一
　
金
銭
、
職
務
、
役
務
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
を
提
供
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
提
供
を
約
束
し
て
性
行
為
又
は
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
こ
と
。

　
二
　
威
迫
し
、
欺
き
、
又
は
困
惑
さ
せ
て
性
行
為
又
は
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
こ
と
。
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三
　
周
旋
を
受
け
て
性
行
為
又
は
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
こ
と
。

　
　
「
淫
行
」
規
制
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
（
拙
稿
「
青
少
年
条
例
に
よ
る
淫
行
規
制
の
問
題
」
常
磐
学
園
短
期
大
学
研
究

　
　
紀
要
一
〇
号
四
三
頁
以
下
）
、
筆
者
は
大
阪
な
い
し
は
千
葉
の
条
例
に
お
け
る
条
項
が
ベ
タ
ー
だ
と
考
え
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
も
は
や
「
淫
行
」
規

　
　
制
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
良
識
あ
る
一
般
社
会
人
が
刑
事
規
制
を
必
要
と
し
、
そ
れ
が
可
能
と
さ
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
行
為
な
の
で
あ
る
。

　
　
立
法
政
策
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
規
制
条
項
は
、
児
童
福
祉
法
お
よ
び
売
春
防
止
法
の
改
正
等
で
検
討
し
て
ゆ
く
問
題
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
最
近
の
条
例

　
　
に
関
す
る
文
献
お
よ
び
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
が
数
点
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
清
水
英
夫
‖
秋
吉
健
次
（
編
）
『
青
少
年
条
例
　
　
自
由
と
規
制
の
争
点
』

　
　
三
省
堂
（
一
九
九
二
年
）
お
よ
び
総
務
庁
青
少
年
対
策
本
部
『
都
道
府
県
青
少
年
保
護
育
成
例
集
』
（
一
九
九
〇
年
）
を
あ
げ
て
お
く
に
留
め
る
。

（
1
0
）
紙
面
の
都
合
で
少
年
被
害
者
の
性
別
お
よ
び
年
齢
構
成
、
暴
力
団
関
係
者
を
示
す
表
は
割
愛
し
た
が
、
本
文
の
記
述
は
、
警
察
庁
犯
罪
統
計
書
『
平
成
三

　
　
年
の
犯
罪
』
三
七
八
頁
、
三
七
九
頁
に
よ
っ
た
。

（
1
1
）
有
害
図
書
規
制
は
、
ポ
ル
ノ
コ
ミ
ッ
ク
問
題
に
よ
り
新
た
な
展
開
を
迎
え
た
。
大
阪
、
東
京
と
い
う
二
大
都
市
圏
の
条
例
が
大
き
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
の
で

　
　
あ
る
。
大
阪
の
、
包
括
指
定
ま
で
を
も
含
む
跳
躍
的
条
例
改
正
に
は
多
く
の
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
森
本
益
之
「
い
わ
ゆ
る
有
害
図
書
規
制
の
動
向

　
　
と
問
題
点
」
犯
罪
と
非
行
九
二
号
（
一
九
九
二
年
）
二
頁
以
下
、
お
よ
び
標
沼
弘
敏
「
コ
ミ
ッ
ク
規
制
を
め
ぐ
る
動
き
こ
の
一
年
」
創
九
二
年
入
月
号
四

　
　
二
頁
以
下
、
特
別
取
材
班
「
規
制
強
化
！
大
阪
”
落
城
”
の
軌
跡
1
・
2
」
総
合
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
一
四
〇
号
（
一
九
九
二
年
）
九
五
頁
以
下
／
一
四
一

　
　
号

（
一
九
九

二
年
）
六
〇
頁
以
下
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
筆
者
は
以
前
よ
り
包
括
指
定
方
式
に
は
疑
問
を
呈
し
て
い
る
が
（
常
磐
大
学
短
期
大
学
部
研

　
　
究
紀
要
二
〇

号
二
三
頁
）
、
包
括
指
定
方
式
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
浜
田
純
一
「
青
少
年
保
護
条
例
と
ビ
デ
オ
『
包
括
規
制
』
」
新
聞
研
究
四
四
六
号
二

　
　
九
八
八
年
）
七
四
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1
2
）
こ
の
数
字
は
、
渡
邊
弘
一
前
掲
論
文
三
五
頁
に
よ
る
が
、
平
成
元
年
版
検
察
統
計
年
報
八
四
頁
以
下
の
統
計
を
用
い
て
試
算
し
た
起
訴
率
（
起
訴
人
員
を

　
　
既
済
人

員
で
除
し
た
割
合
）
は
、
労
働
基
準
法
違
反
で
二
三
・
二
％
、
児
童
福
祉
法
違
反
で
四
三
・
○
％
で
あ
っ
た
。
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四
　
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
に
対
す
る
統
制
上
の
問
題

「

子

ど
も
の
権
利
条
約
」
と
の
関
連
か
ら

　
結
局
の
と
こ
ろ
、
法
制
度
に
せ
よ
、
取
締
の
現
場
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
裁
判
の
運
用
に
せ
よ
、
少
年
福
祉
の
原
点
を
、
わ
れ
わ
れ
が
ど

う
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
そ
の
あ
た
り
を
明
確
に
お
さ
え
た
議
論
が
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
「
少
年
福
祉

阻
害

犯
」
に
対
す
る
認
識
の
低
さ
の
原
因
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
淫
行
問
題
も
有
害
図
書
も
そ
し
て
喫
煙
問
題
に
し
て
も
、
青
少
年

の
何
を
守
ろ
う
と
す
る
の
か
、
必
ず
し
も
明
瞭
に
認
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
や
や
も
す
る
と
、
そ
れ
ら
は
性
道

徳
や
社
会
秩
序
の
観
点
か

ら
規
制
の
賛
否
を
論
じ
、
あ
る
い
は
青
少
年
を
「
子
ど
も
ら
し
さ
」
や
「
子
ど
も
の
領
分
」
に
封
じ
こ
め
る
た

め
の
議
論
に

終
始
し
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
に
つ
い
て
は
、
青
少
年
保
護
の
た
め
の
基
本
理
念
が
欠
如
し
た
ま

ま
、
い
わ
ば
継
ぎ
剥
ぎ
的
に
時
代
の
求
め
に
応
じ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
が
諸
法
令
に

分
散
し
て
発
展
し
て
き
た
の
も
、
す
べ
て
の
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
が
家
庭
裁
判
所
の
管
轄
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
、
さ
ら
に
は
青
少

年
保
護
を
統
括
す
る
統
一
的
な
基
本
法
の
制
定
が
見
ら
れ
な
い
の
も
、
青
少
年
保
護
の
基
本
理
念
に
つ
い
て
の
考
慮
を
棚
ざ
ら
し
に
し
て

き
た
こ
と
の
結
果
で
あ
る
。
日
本
国
憲
法
に
お
い
て
さ
え
も
、
直
接
的
な
青
少
年
保
護
の
た
め
の
権
利
義
務
規
定
を
見
出
す
こ
と
は
難
し

い
。
す
べ
て
、
国
民
の
権
利
あ
る
い
は
公
共
の
利
益
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
な
か
に
埋
没
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
せ
い
ぜ
い
憲
法
二

六

条
二
項
か
ら
生
じ
る
子
ど
も
の
学
習
権
と
教
育
を
受
け
る
権
利
、
お
よ
び
憲
法
二
七
条
三
項
の
労
働
者
と
し
て
の
児
童
保
護
く
ら
い
が
あ
げ
ら
れ

る
程
度
で
あ
る
）
。

　
八
九
年
に

国
連
で
採
択
さ
れ
、
ど
う
に
か
九
三
年
中
に
は
わ
が
国
で
も
批
准
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
が
、
少
年
福

祉

と
青
少
年
保
護
の
基
本
理
念
に
関
す
る
議
論
を
呼
び
さ
ま
す
契
機
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
が
、
そ
の
意
味
も
含
め
て
、
こ
こ
で
は
そ
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（
1
3
）

れ
そ

れ
の

「

少
年
福
祉
阻
害

犯
」
が
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
か
を
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
確
認
す
べ
き
こ
と
は
、
条
約
一
二
条
以
下
に
お
い
て
市
民
権
的
自
由
を
子
ど
も
に
も
制
限
な
く
保
障
す
べ
き
こ
と
が
、
表
現
の
自

由
や
知
る
権
利
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
、
自
己
決
定
権
の
尊
重
と
し
て
表
明
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
青
少
年
保
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の

名
目
で
、
こ
れ
ら
の
基
本
権
を
青
少
年
に
対
し
て
制
約
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
性
行
動
や
あ
ら
ゆ
る
性
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
、
自

己

決
定
権
を
尊
重
す
る
限
り
、
青
少
年
の
自
由
な
行
動
に
介
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
当
該
行
動
が
自
己

決
定
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
自
己
決
定
の
能
力
に
つ
い
て
は
、
条
約
の
い
く
つ
か
の
条
項
が
年
齢
、
成
熟
度
を
考
慮

　
　
　
　
　
む
　

し
て
い
る
が
、
青
少
年
の
判
断
の
未
熟
さ
に
つ
け
込
ん
だ
り
、
困
惑
さ
せ
て
自
由
な
判
断
を
妨
げ
た
り
す
る
行
為
は
、
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」

と
し
て
成
人
者
の
行
動
へ
の
介
入
を
正
当
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
児
童
福
祉
法
三
四
条
｝
項
に
お
け
る
成
人

の
側
に

対
す
る
諸
規
制
や
青
少
年
保
護
育
成
条
例
の
有
害
行
為
規
制
（
淫
行
や
入
れ
墨
な
ど
）
も
正
当
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
青

少
年
の

自
由
な
判
断
を
妨
げ
な
い
か
ぎ
り
は
、
た
と
え
「
淫
ら
」
と
さ
れ
る
性
行
動
で
あ
っ
て
も
こ
れ
を
規
制
す
る
こ
と
は
、
条
約
の
尊

重

す
る
自
己
決
定
権
に
対
す
る
侵
害
と
な
ろ
う
。
淫
行
な
る
概
念
は
、
成
人
者
の
規
範
に
関
す
る
問
題
で
あ
り
、
子
ど
も
の
自
由
を
束
縛

す
る
概
念
と
し
て
構
成
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
子
ど
も
の
側
か
ら
は
、
自
己
の
成
長
を
阻
害
す
る
行
為
と
し
て
概
念
化
す
れ
ば
足

り
る
。
し
た
が
っ
て
、
性
モ
ラ
ル
の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
成
人
者
に
よ
る
虐
待
の
被
害
の
問
題
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
自
己
の
成
長
を
阻
害
さ
れ
自
由
な
判
断
を
妨
げ
ら
れ
た
と
す
る
基
準
も
、
本
来
、
子
ど
も
の
成
熟
度
や
年
齢
に
よ
っ
て
異
な

っ

て

く
る
は
ず
で
あ
る
が
、
基
準
で
あ
る
以
上
、
画
一
性
が
要
求
さ
れ
、
年
齢
に
よ
る
一
線
を
引
か
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
問
題

は
、
当
該
年
齢
が
合
理
的
な
一
線
か
ど
う
か
で
あ
る
。
性
的
成
熟
と
自
己
決
定
の
問
題
は
、
刑
法
一
七
六
条
お
よ
び
一
七
七
条
の
二
二
歳

ま
で
引
き
下
げ
て
考
え
る
に
は
及
ぼ
な
い
が
、
せ
め
て
民
法
七
三
一
条
の
女
子
婚
姻
適
齢
で
あ
る
＝
ハ
歳
あ
た
り
が
、
合
理
的
な
基
準
と

い

え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
年
齢
の
問
題
は
、
行
動
科
学
の
成
果
を
も
と
に
改
め
て
検
討
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
。

　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
の
自
由
な
接
触
も
、
条
約
一
七
条
に
よ
っ
て
基
本
的
に
は
保
障
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
同
条
e
号
は
、
さ
ら
に
メ
デ
ィ
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ア

の
側
に

対
し
て
、
子
ど
も
の
福
祉
に
有
害
な
情
報
お
よ
び
資
料
か
ら
子
ど
も
を
保
護
す
る
た
め
に
適
当
な
施
策
を
た
て
る
こ
と
を
要
求

し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
青
少
年
に
有
害
な
情
報
が
存
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
情
報
か
ら
青

少
年
を
守
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
「
成
人
映
画
」
、
「
成
人
雑
誌
」
な
ど
の
情
報
区
分
お
よ
び
接
触
区
分
を
推
進
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
出
版
物
な
ど
の
制
作
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
「
成
年
コ
ミ
ッ
ク
」
と
い
う
表
示
マ
ー
ク
の
添
付
を
す
る
と
い

っ

た
制
限
も
正
当
化
さ
れ
る
し
、
販
売
場
面
で
「
成
人
コ
ー
ナ
ー
」
と
い
っ
た
区
分
の
必
要
性
も
正
当
に
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
成

熟
度

な
い
し
は
年
齢
に
応
じ
た
配
慮
も
、
本
来
、
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
映
画
や
ヴ
ィ
デ
オ
ソ
フ
ト
、
T
V
番
組
な
ど

に

も
、
年
齢
に
応
じ
た
き
め
の
細
か
い
視
聴
制
限
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
有
害
情
報
制
限
と
し
て
、
わ
が
国
で
も
っ
と
も
立
ち
遅
れ
て
い
る
領
域
は
、
タ
バ
コ
と
ア
ル
コ
ー
ル
で
あ
る
。
と
も
に
国
家
財
源
を
潤

す
商
品
で
あ
る
だ
け
に
不
幸
な
状
況
に
あ
る
。
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
は
堂
々
と
映
像
化
さ
れ
、
消
費
行
動
を
煽
っ
て
い
る
。
街
頭
で
は
、
若
い

女
性
を
使
っ
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
公
然
と
行
わ
れ
、
自
動
販
売
機
が
街
角
に
乱
立
し
、
青
少
年
の
購
買
行
動
を
助
長
す
る
結
果

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
タ
バ
コ
に
つ
い
て
は
、
申
し
訳
程
度
に
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
放
映
時
間
を
深
夜
の
時
間
帯

に

繰
り
下
げ
た
が
、
撤
廃
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
国
は
、
遙
か
昔
に
、
未
成
年
者
喫
煙
禁
止
法
（
明
治
三
三
年
三
月
七
日
法
律
第
三
三
号
）

と
未
成
年
者
飲
酒
禁
止
法
（
大
正
一
一
年
三
月
三
〇
日
法
律
第
二
〇
号
）
を
制
定
し
た
が
、
こ
れ
で
国
の
責
任
を
果
た
し
た
と
い
う
つ
も
り
な

の
だ

ろ
う
か
。
現
実
は
随
分
か
け
離
れ
た
と
こ
ろ
を
漂
っ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
法
令
運
用
の
状
況
は
、
問
題
解
決
に
は
程
遠
く
、

か

え
っ
て
、
少
年
た
ち
を
規
範
の
名
宛
人
と
し
て
把
握
し
、
「
吸
っ
て
は
な
ら
ぬ
、
飲
ん
で
は
な
ら
ぬ
」
と
い
う
モ
ラ
ル
を
要
求
し
、
喫
煙

少
年
や
飲
酒
少
年

を
「
不
良
行
為
」
や
「
ぐ
犯
」
少
年
と
し
て
捉
え
る
傾
向
が
生
じ
て
き
た
の
は
、
法
の
意
図
し
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
ま

い
。

青
少
年
保
護
育
成
条
例
は
、
有
害
図
書
を
自
動
販
売
機
に
収
納
す
る
こ
と
を
犯
罪
化
し
て
き
た
が
、
な
ぜ
、
タ
バ
コ
お
よ
び
ア
ル
コ

ー
ル
の
自
販
機
収
納
は
犯
罪
化
さ
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
有
害
性
は
、
出
版
物
よ
り
直
接
的
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
と
統
制
の
あ
り
方
に

疑
問
が
生
じ
て
く
る
。
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条
約
一
九
条
は
、
締
約
国
に
、
親
に
よ
る
虐
待
、
放
任
、
搾
取
か
ら
子
ど
も
を
保
護
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
わ
が
国
の
児
童
福
祉

法

は
、
こ
れ
ら
の
被
虐
待
児
を
保
護
す
る
体
制
に
は
あ
る
が
、
依
然
、
親
と
家
庭
と
い
う
カ
ー
テ
ン
の
向
う
側
で
の
出
来
事
に
、
積
極
的

に
係
わ
っ
て
ゆ
く
こ
と
も
、
そ
れ
ら
の
現
状
を
認
知
す
る
方
法
も
、
極
め
て
消
極
的
で
あ
る
。
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
の
認
知
に
し
て
も
状

況

は
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
条
二
項
は
、
子
ど
も
の
不
当
な
取
扱
い
に
つ
い
て
の
実
例
の
認
定
、
報
告
、
照
会
、
調
査
、
場
合
に
よ

っ

て

は

司

法
的

関
与
手
続
を
含
む
適
当
な
措
置
を
、
締
約
国
に
求
め
て
い
る
。
わ
が
国
で
も
最
近
、
性
的
虐
待
を
含
む
い
わ
ゆ
る
児
童
虐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

待
の
報
告
例
が
、
少
し
ず
つ
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
は
い
る
が
、
本
条
項
の
要
求
は
ま
だ
ま
だ
満
た
さ
れ
て
い
な
い
。
「
少
年
福
祉

阻
害
犯
」
に
対
す
る
統
制
の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
、
こ
の
点
は
十
分
配
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
条
約
二
入
条
二
項
は
、
学
校
懲
戒
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
「
人
間
の
尊
厳
と
一
致
す
る
方
法
で
」
な
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
こ
の

点
は
、
学
校
教
育
法
一
一
条
但
書
が
懲
戒
手
段
と
し
て
体
罰
を
禁
止
し
て
き
た
こ
と
で
、
あ
る
程
度
充
足
さ
れ
る
が
、
体
罰
の
概
念
を
め

ぐ
っ
て
は
、
子
ど
も
の
人
間
と
し
て
の
尊
厳
性
を
基
本
に
す
え
て
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、
体
罰
以
外
で
あ
っ
て
も
、
尊
厳
性

に

抵
触
す
る
問
題
は
、
学
校
社
会
で
し
ば
し
ば
灰
聞
で
き
る
事
柄
で
あ
る
。

　
こ
の
他
、
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
に
係
わ
る
条
約
条
項
と
し
て
は
、
三
二
条
（
経
済
的
搾
取
、
有
害
労
働
か
ら
の
保
護
）
が
あ
る
が
、
労
働

基
準
法
の
年
少
者
保
護
規
定
で
も
っ
て
、
あ
る
い
は
三
三
条
（
麻
薬
、
向
精
神
薬
か
ら
の
保
護
）
に
つ
い
て
は
、
薬
物
関
連
法
規
で
も
っ
て
、

そ
し
て
三
四
条
（
性
的
搾
取
か
ら
の
保
護
）
に
関
し
て
は
、
児
童
福
祉
法
三
四
条
で
も
っ
て
、
条
約
の
趣
旨
に
か
な
っ
た
対
応
が
、
法
制
上

は
、
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
条
約
三
四
条
b
号
の
児
童
売
春
に
対
す
る
規
制
は
、
わ
が
国
の
法
制
下
に
あ
っ
て
必
ず
し
も
十
分
と

は

い

え
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
児
童
売
春
の
相
手
方
は
、
青
少
年
保
護
育
成
条
例
の
淫
行
規
制
の
対
象
と
す

る
か
、
あ
る
い
は
児
童
福
祉
法
の
三
四
条
一
項
六
号
に
よ
る
「
淫
行
さ
せ
る
」
行
為
の
罪
で
「
自
己
を
相
手
に
淫
行
さ
せ
る
」
も
の
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
＞

て

解
釈
適
用

し
て
ゆ
く
し
か
な
い
が
、
後
者
は
許
さ
れ
る
解
釈
の
範
囲
を
越
え
て
い
る
と
解
さ
れ
る
の
で
、
前
者
に
す
が
る
し
か
道
は
な

い
。
だ
が
、
自
治
体
の
事
情
に
よ
り
統
制
が
不
安
定
な
条
例
の
淫
行
規
制
に
は
限
界
も
あ
る
し
、
刑
事
制
裁
の
重
み
も
期
待
し
う
る
も
の
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（
1
8
）

で
は

な
い
。
条
約
三
四
条
b
号
の
意
図
を
生
か
す
に
は
、
さ
ら
に
売
春
防
止
法
ま
た
は
児
童
福
祉
法
を
改
め
る
な
ど
し
て
、
児
童
売
春
の

特
別
犯
罪
構
成
要
件
化
を
講
じ
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以

上
、
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
と
の
関
連
で
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
の
問
題
を
、
法
制
面
お
よ
び
統
制
面
か
ら
概
観
し
て
き
た
。
わ
が

国
が
こ
の
条
約
を
批
准
し
て
も
、
そ
の
条
約
の
趣
旨
に
近
づ
け
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ
幾
多
の
問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
得
た
も
の
と
思

う
。
す
み
や
か
な
検
討
と
実
践
が
の
ぞ
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
1
3
）
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
に
つ
い
て
の
簡
潔
な
紹
介
と
全
文
は
、
永
井
憲
一
‖
荒
牧
重
人
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
成
立
」
法
律
時
報
六
二
巻
二
号
二

　
　
九
九
〇
年
）
六
六
頁
以
下
を
参
照
。
ま
た
青
少
年
保
護
育
成
条
例
と
の
関
連
に
つ
き
、
初
谷
良
彦
「
青
少
年
条
例
と
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
清
水
1
1
秋
吉

　

前
掲
書
一
〇
五
頁
以
下
参
照
。

（
1
4
）
た
と
え
ば
、
条
約
一
二
条
一
項
（
意
見
表
明
権
）
は
、
「
子
ど
も
の
見
解
を
そ
の
年
齢
お
よ
び
成
熟
に
し
た
が
っ
て
正
当
に
評
価
す
る
も
の
」
と
し
て
い

　
　
る
し
、
条
約
一
四
条
二
項
（
思
想
・
良
心
・
宗
教
の
自
由
）
で
は
、
「
子
ど
も
が
自
ら
の
権
利
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
子
ど
も
の
能
力
の
発
達
に
か
な
っ

　
　
た
方
法
で
子
ど
も
に
指
示
を
与
え
る
親
の
権
利
・
義
務
が
尊
重
さ
れ
る
」
と
な
っ
て
い
る
（
傍
線
筆
者
）
。

（
1
5
）
一
九
八
九
年
の
全
国
児
童
相
談
所
長
会
調
査
報
告
や
日
本
性
教
育
協
会
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
「
イ
ン
セ
ス
ト
と
児
童
虐
待
を
考
え
る
」
（
現
代
性
教
育
研
究

　
　
月
報
九
〇
年
二
月
号
一
頁
以
下
に
収
録
）
、
池
田
由
子
『
汝
わ
が
子
を
犯
す
な
か
れ
』
弘
文
堂
（
一
九
九
一
年
）
お
よ
び
林
弘
正
「
『
親
に
よ
る
性
的
虐
待
』

　
　
の
被
害
」
被
害
者
学
研
究
第
二
号
（
一
九
九
三
年
）
三
頁
以
下
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

（
1
6
）
こ
の
よ
う
に
解
す
る
論
者
は
検
察
実
務
者
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
代
表
と
し
て
、
北
島
敬
介
『
福
祉
犯
罪
ー
解
釈
と
実
務
』
日
世
社
二

　
　
九
七
九
年
）
六
八
頁
、
お
よ
び
小
泉
祐
康
「
児
童
福
祉
法
」
（
注
解
特
別
刑
法
第
七
巻
）
青
林
書
院
（
一
九
八
二
年
）
三
八
頁
を
掲
げ
て
お
く
。

（
1
7
）
判
例
は
否
定
的
で
あ
り
、
「
自
己
が
直
接
児
童
と
淫
行
し
た
場
合
は
包
括
さ
れ
な
い
」
（
東
京
高
判
昭
和
五
〇
年
三
月
一
〇
日
、
家
裁
月
報
二
七
巻
一
二
号

　
　
七
六
頁
）
と
す
る
。
宮
澤
浩
一
‖
安
部
哲
夫
「
児
童
福
祉
法
・
青
少
年
条
例
」
（
判
例
刑
法
研
究
第
八
巻
）
有
斐
閣
（
一
九
八
一
年
）
三
九
四
頁
参
照
。

（
1
8
）
条
例
の
制
定
す
る
刑
罰
と
し
て
は
最
高
の
懲
役
二
年
ま
で
の
法
定
刑
を
も
つ
淫
行
処
罰
条
項
は
、
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
、
沖
縄
な
ど
少
数
で
あ

　
　
る
。
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五
　
む
す
び
に
代
え
て

　
本
稿

は
、
こ
れ
ま
で
筆
者
が
抱
い
て
き
た
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
を
め
ぐ
る
疑
問
と
、
青
少
年
育
成
国
民
会
議
主
催
の
「
社
会
と
環
境

に

関
す
る
懇
談
会
」
等
に
参
加
し
て
芽
生
え
た
問
題
意
識
を
少
し
で
も
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
か
ら
産
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
前

よ
り
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
な
る
概
念
の
確
定
と
、
そ
の
内
容
の
充
実
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
点
が
様
々
に
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
き
た
が
、

本
稿
に

お

い
て

そ
れ
ら
の
問
題
が
ど
れ
ほ
ど
多
く
存
在
す
る
か
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
今
後
、
こ
こ
に
提
示
さ
れ
た
個
々
の
課

題
を
解
く
た
め
に
は
、
詳
細
な
研
究
が
必
要
で
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
を
支
え
る
理
念
と
理
論
に
つ
い
て

よ
り
洗
練
さ
れ
た
枠
組
の
完
成
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、
「
少
年
福
祉
阻
害
犯
」
に
関
す
る
裁
判
例
の
整
理
と
こ
れ
に
対
す

る
評
価
の
問
題
は
、
本
稿
の
対
象
外
と
し
た
が
、
別
の
機
会
に
整
理
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

「少年福祉阻害犯」に関する序論的考察（安部）

〆
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